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即1

手
（
＋
高
出
）

男
子
1
万
m

実業団
陸　上

●

小
林
雅
幸
選
手
優
勝

　
6
月
1
2
日
d
D
、
陸
上
の
全
日
本
実

業
団
対
抗
選
手
権
が
岐
阜
県
長
良
川

競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
男
子
走

り
幅
跳
び
に
出
場
し
た
市
内
高
田
町

3
南
出
身
の
田
川
茂
選
手
（
ミ
ズ
ノ
・

十
高
出
）
は
日
本
歴
代
2
位
の
8
m

15

㎝
を
跳
び
初
優
勝
し
ま
し
た
。
日

体
検
絡
慧
山

　
田
川
選
手
は
十
日
町
高
校
卒
業

後
、
東
海
大
学
へ
進
み
ま
し
た
。
3

年
生
の
時
出
場
し
た
日
本
選
手
権
大

会
で
は
7
m
9
4
㎝
の
記
録
で
初
優
勝

を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
オ
リ
ン

先頭を走る小林雅幸選手

ピ
ッ
ク
標
準
記
録
A
の
8
m
に
わ
ず

か
6
㎝
足
り
ず
涙
を
の
み
ま
し
た
。

　
今
回
の
記
録
は
、
世
界
選
手
権
参

加
標
準
記
録
A
の
8
m
5
㎝
、
日
本

陸
連
が
設
定
し
て
い
る
派
遣
標
準
記

録
8
m
1
0
㎝
を
上
回
る
も
の
で
す
。

市
内
出
身
者
と
し
て
は
初
の
世
界
陸

上
出
場
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
選

手
選
考
は
6
月
2
5
日
働
の
日
本
陸
連

理
事
会
で
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
男
子
1
万
m
に
は
市
内
城

之
古
1
出
身
の
小
林
雅
幸
選
手
（
三

井
海
上
・
十
高
出
）
が
出
場
し
ま
し

た
。
2
8
分
3
7
秒
2
4
の
記
録
で
優
勝
し
、

田
川
選
手
の
1
年
先
輩
と
し
て
の
意

地
を
み
せ
ま
し
た
。
市
内
出
身
者
初

の
世
界
陸
上
、
来
年
開
催
の
シ
ド
ニ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
の
夢
が
大
き
く

膨
ら
み
ま
し
た
。
田
川
・
小
林
両
選

手
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

懸
灘
撚

優勝した田川選手＝長良川競技場（写真提供・共同通信社）

圧
勝
十
高
空
手
5
冠

県
高
校
総
体
男
女
総
合
優
勝

　
第
52
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
が
6
月
－
日
㈹
・
2
日
㈱
に

上
越
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
十

日
町
高
校
空
手
部
（
部
員
4
6
人
）
が

全
8
種
目
中
5
種
目
に
優
勝
し
、
1
3

年
ぶ
り
の
男
女
総
合
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
こ
の
大
会
に
は
、
県
内
か
ら

男
子
2
7
校
、
女
子
1
6
校
が
参
加
し
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
大
会
は
8
月
2
日
～
4

日
に
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
の
予
選
を
兼
ね
て
お
り
、
同

校
か
ら
男
女
団
体
組
手
、
男
子
個
人

形
2
人
、
女
子
個
人
形
2
人
の
選
手

が
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

3
月
の
全
国
ベ
ス
ト
8
を
上
回
る
活

躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

2



羅謬羅発足
2002年FIFA
ワールドカツプ公認

キャンプ十日町誘致

準備委員会メンバー

■委員長……柳冨士雄（市助役）

■副委員長…高橋輝雄

　　　　　　　（市体協理事長）

■委　員……保坂雅男（市体協事

務局長）村山義政（商工会議所

事務局長）竹内増蔵（市観光協

会事務局長）熊木信夫（㈱当間

高原リゾート総支配人）羽田俊

之（同事業部課長）若山裕（市

サッカー協会）　　　（敬称略）

昌ー

　
2
0
0
2
（
平
成
1
4
）
年
に
日
本

と
韓
国
で
開
催
さ
れ
る
F
－
F
A
（

国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
）
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
（
W
杯
）
の
公
認
キ
ャ
ン
プ
誘

致
を
目
指
し
て
、
6
月
1
日
㈹
に
準

備
委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
回
準
備
委
藁
饗

　
準
備
委
員
会
は
、
市
、
市
体
育
協

会
、
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
商
工
会
議

所
、
市
観
光
協
会
に
加
え
、
キ
ャ
ン

プ
の
候
補
地
で
あ
る
「
ベ
ル
ナ
テ
ィ

オ
」
の
運
営
母
体
で
あ
る
㈱
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
選
出
さ
れ
た
8
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
1
回
委
員
会
で
は
委
員
長
に
柳

冨
士
雄
助
役
、
副
委
員
長
に
高
橋
輝

雄
体
育
協
会
理
事
長
を
選
出
し
た

後
、
規
約
、
活
動
計
画
案
、
予
算
案

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
は
、

J
A
W
O
C
（
W
杯
日
本
組
織
委
員
）

へ
の
公
認
キ
ャ
ン
プ
応
募
申
請
に
向

け
た
作
業
、
誘
致
活
動
の
P
R
、
実

行
委
員
会
の
設
立
準
備
な
ど
が
承
認

さ
れ
、
J
A
W
O
C
か
ら
の
視
察
に

対
応
す
る
た
め
、
実
行
委
員
会
の
設

立
を
急
ぐ
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
誘
致
活
動

　
現
在
、
全
国
で
は
7
0
前
後
の
自
治

体
が
誘
致
の
意
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
新
井
市
・
糸
魚
川
市
・
新

発
田
市
・
紫
雲
寺
町
・
妙
高
村
・
入

広
瀬
村
が
立
候
補
を
表
明
し
て
い
ま

す
。　

ま
だ
、
正
式
に
応
募
申
請
し
た
自

誘致までの逡のり

治
体
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
準
備

委
員
会
で
は
7
月
末
日
（
締
め
切
り

9
月
末
日
）
ま
で
を
目
標
に
応
募
申

請
を
行
い
、
誘
致
に
対
す
る
意
気
込

み
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
誘
致
活
動
も
、
県
内

の
新
聞
、
テ
レ
ビ
だ
け
で
な
く
、
新

聞
の
全
国
紙
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る

な
ど
十
日
町
市
と
当
間
高
原
リ
ゾ
ー

ト
の
P
R
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利

用
し
て
世
界
に
向
け
て
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
誘
致
を
実
現
す
る
た
め
に
は
全
市

を
挙
げ
て
の
盛
り
上
が
り
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
も
誘
致
活
動
に
つ
い
て
ご
理
解
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　》〉よし〉よ2鯛2年FIFAワールドカップ（羅杯）『の麟試エン

プ魏ムも漢鑓し、市でも公認キャンプ誘致に陶けて準備委

員会の発建鞍ど誘致活動が始まりました。馨薗獄、鱗認鎌

ヤンプ誘致潜動雄関連するW杯開催ま瞭のスケジ．ユールを

お知麟謹し求謙．

籾9㊥箪・鞭2月業臼；公認藩離蹴謂簾禰地募集締纏翻鰻

　　　　．闘AWOC順次、猴i補地鵜察

　　　　レ12月7日：嗣麟藩選紬選会（東京〉

2000年一・レ3月1日～：FIF《大陸別予選開始

　　　　レ12月：JAWQGi候補地親察終了（予定〉

20劔年…レ6月下旬：JAW鵬猴補麺葦ソスト完成

　　　　レ8月～：JAWG麟繰輔鑓糊ス擬醗癒

　　　　〉H月H環：薩購機幾陸溺暴選縫懇

窪⑧麗集‘襲醐1圏：開餐戴縷魁1

平成11年6月25日号3
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懸
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「体験教室」メニュー紹介
…i／l灘i，F　　灘灘灘 嚢…灘／韓…灘……箋『 トネスやってみようディ」を開催します。多くの人に健康づくり

「姿勢がつく 意外と知らない、姿勢とプロポ の場として当館を利用していただけるように6種類の「体験教室」
るプロポーシ
ョン」の話

一ションの関係と、正しい姿勢を
つくる補助運動の紹介をします。

7／10（土）

13＝30～
と、まだトレーニング室の会員になられていない人のために2種

（30人） （60分コース） 類の「トレーニング室無料体験コース」を用意しました。いずれ

家庭でできる
ストレッチ教
室　　（30人）

　リフレッシュを目的に家庭でも
簡単にできるストレッチの注意点
と方法を紹介します。

　　　　　　　（60分コース）

①7／9㈹
13：30～

②7／11（日）

10：30～ るために”

も定員制ですので、参加を希望する人はお誘い合わせのうえ早め

にお申し込みください。“さあ、やってみよう。

　　　　　■問合せ・申込み二総合体育館

　自分の健康を守

（盈52－4377）へ。

安全で効果的
なウォーキン

　「歩く」ことは健康つくりの基
本です。簡単にできる「歩く」を

①7／10（土）

10：30～ トレーニング室無料体験コース紹介
グ教室 より安全で効果的に行なう方法を ②7／11（日） 灘繋饗，鑓灘 繋…織懇　　灘灘、 灘灘．…、i簿i、、

　　（30人）

ソフトエアロ
ビクス体験教
室　　（50人）

紹します。　　　（60分コース）

　定期教室で行なっている、足腰
への負担の少ないソフトエアロビ
クスを体験してみませんか。
　　　　　　　（75分コース）

13：30～

7／9㈹
10：00～

50才以上無料
体験コース
　（各4人）

　中高年を対象とした「初心者コ
ース」です。終了後「会員登録証」

を発行しますので随時利用が可能
となります。　（1人1回60分）

7／9㈹①10：15～
②15：30～③20二〇〇～

7／10（土）①11：30～
②14＝00～③18：45～
7／11（日）

①9：30～②14：00～

エアロビクス
体験教室
　　（150人〉

　定期教室で行なっている、基本
的なエアロビクスを体験してみま
せんか。　　　　（75分コース）

7／10（土）

19＝30～

中学生～49才
以下無料体験
コース
　（各4人）

　「初心者コース」を体験してい
ただきます。終了後「会員登録証」

を発行しますので随時利用が可能
となります。　（1人1回60分）

7／9㈹①11130～
②14＝00～③18：45～
7／10（土〉①10：15～
②15：30～③20：00～
7／11（日〉

①11：00～②15二30～

ヒツプ・ホツ
プエアロビク

　定期エアロビクス教室に慣れてき

た人が対象の、リズムにのった少し 7／9㈹
■体験教室〉対象二15歳以上（中学生不可） 〉施設使用料＝200

ス体験教室 難度の高いエアロビクスを体験して 19二30～ 円（3か月以上の施設使用券等の保持者除く）
（30人） みませんか。　　　（75分コース） ロ無料体験コース》会員登録証保持者は参加できません。

　総合体育館では7月9日働～11日（日）の3日間、第2回「フィッ

トネスやってみようディ」を開催します。多くの人に健康づくり

の場として当館を利用していただけるように6種類の「体験教室」

と、まだトレーニング室の会員になられていない人のために2種

類の「トレーニング室無料体験コース」を用意しました。いずれ

も定員制ですので、参加を希望する人はお誘い合わせのうえ早め

にお申し込みください。“さあ、やってみよう。自分の健康を守

るために”■問合せ・申込み二総合体育館（盈52－4377）へ。

　　　　トレーニング室無料体験コース紹介

■体験教室〉対象二15歳以上（中学生不可）〉施設使用料＝200

円（3か月以上の施設使用券等の保持者除く）

ロ無料体験コース》会員登録証保持者は参加できません。

■日時二8月7日（土）・8日（日）■場

所二総合公園野球場、信濃川運動

公園野球場圏チーム編成二市内在

住の小学生を対象に同一町内で編

成（ただし同一町内で編成できな

い場合は隣接町内でも可）■参加

費二1チーム2，500円（抽選会で納

入）■申込み＝7月19日（月）までに

総合体育館へ■組合せ抽選会＝7

月26日（月）午後7時～（武道館にて）

■問合せ＝総合体育館（盈52－

4377）へ。

　　　　総疑鱈

　　礫　．講鍵

襯難．、．鱒鑛編難
　轍　　　　　　．引

　
趨

　
　
　

■期間二8月上旬～9月上旬午後

7時30分～9時■場所＝総合公園

野球場■チーム編成＝市内在住の

一般を対象に町内単位で編成（た

だし同一町内で編成できない場合

は隣接町内でも可）■参加費＝1

チーム6，500円（抽選会で納入）■

申込み＝7月26日（月〉までに総合体

育館へ■組合せ抽選会二8月2日

（月）午後7時～（総合体育館にて）ロ

問合せ＝野球連盟事務局小林（携

帯盈090－8253－4815）へ。
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ま
ち
づ
く
り
特
別
基
金
1
億
2
、
0
8
5
万
円
を
支
援

平
成
m
年
度
末
残
高

　
　
　
　
　
　
6
4
4
万
円

　
ふ
る
さ
と
創
生
1
億
円
は
、
昭
和

63

年
に
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
産
業

を
生
か
し
た
独
創
的
で
個
性
的
な
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
自
ら
考

え
自
ら
実
践
す
る
こ
と
を
目
的
に
全

国
一
律
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
市
で
は
平
成
元
年
9
月

に
「
十
日
町
市
ま
ち
づ
く
り
特
別
基

金
」
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
特
別
基
金
は
利
子
を

含
め
た
総
額
1
億
2
、
7
2
9
万
円

で
す
。
活
用
事
業
と
し
て
は
、
今
年

で
n
年
目
を
迎
え
、
総
額
1
億
2
、

0
8
5
万
円
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
基
金
残
高
が
平
成
1
0

年
度
末
で
6
4
4
万
円
と
な
り
、
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
は
一
定
の
使
命
を

終
了
し
ま
す
。

　
残
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
等
の
助
成
制
度
の
活
用
を
含
め
、

事
業
採
択
さ
れ
た
団
体
や
地
域
と
十

分
協
議
し
、
新
長
期
発
展
計
画
と
の

整
合
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推
進
し

て
い
く
予
定
で
す
。

大
好
き
十
日
町
会
と

ま
ち
づ
く
り
特
別
補
助
事
業

　
十
日
町
市
ま
ち
づ
く
り
特
別
基
金

は
、
ま
ち
づ
く
り
論
文
で
採
択
さ
れ

た
「
大
好
き
十
日
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
事
業
（
大
好
き
十
日
町
会
）
」
と

平
成
2
年
か
ら
4
年
に
か
け
、
地
域

や
団
体
か
ら
募
集
し
採
択
し
た
1
9
の

「
ま
ち
づ
く
り
特
別
補
助
事
業
」
に

活
用
し
て
き
ま
し
た
。

　
大
好
き
十
日
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
事
業
は
、
平
成
元
年
度
か
ら
準
備

を
含
め
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
十

日
町
に
思
い
を
寄
せ
て
く
れ
る
全
国

の
十
日
町
大
好
き
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
広
報

誌
の
発
刊
、
物
産
交
流
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
1
0
年
ま
で
に
6
、
7
7
5

万
円
の
支
援
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
多
く
の
市

民
参
加
と
全
国
の
十
日
町
大
好
き
人

と
の
つ
な
が
り
が
構
築
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
特
別
補
助
事
業
は
、

採
択
し
た
1
9
事
業
の
う
ち
地
域
や
団

体
か
ら
事
業
の
申
請
が
あ
っ
た
1
4
事

業
が
完
了
し
ま
し
た
。
計
画
策
定
費

5
4
5
万
円
、
施
設
整
備
費
4
、
7

6
5
万
円
の
合
計
5
、
3
1
0
万
円

が
支
援
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
に
大
い

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

■
問
合
せ
　
企
画
人
事
課
企
画
係

　
（
盈
5
7
－
3
1
1
1
内
線
2
1
5
）

　
へ
。

まちづくり特別補助による
　　　　　整備完了事業（年度別）

灘灘i嚢麗縷鐵搦観灘

2
・鉢石仏保存会による遊歩道等整備事業

・ジャズ共和国全国ネットワーク事業

3
・駅通り七タまつり事業

・うしとら会雪中キャンプ研究とマニユアル整備事業

・ジャズ共和国まちづくり事業

4
・新座城山遊歩道整備事業

・田毎の月整備事業

5
・下条温泉「みよしの湯」建設事業

・ガイドブック「うましの里中条」作成事業

・大井田氏サミット開催事業

6
・中峰キャンプ場・スキー場管理棟屋根修繕事業

・都市との交流支援事業

7 ・枯木又エコミュージアム整備事業

8 ・貝の川潤いのある水辺公園整備事業　（8・10年度）

　地域振興券でお買い物などができるのは平成11年9月

20日（月）までです。使える期間も残り3か月をきりました。

引き出しなどにしまったままの人はいませんか。もう1

度お確かめのうえ、お早めにお使いください。

　　　　一地域振興券の交付と換金状況一

　市の交付対象者数は11，415人で、そのうち交付の済ん

だ人の数は11，329人で交付率は99．2％になります。金額

にすると2億2，658万円分の地域振興券が交付されました。

　交付の済んだ地域振興券のうち70．6％が既に使われま

した。金額にして1億6，000万1千円になります。内訳は次

　市の交付対象者数は11，415人で、そのうち交付の済ん

だ人の数は11，329人で交付率は99．2％になります。金額

にすると2億2，658万円分の地域振興券が交付されました。

　交付の済んだ地域振興券のうち70．6％が既に使われま

した。金額にして1億6，000万1千円になります。内訳は次

のとおりです。

特定事業者地区別換金状況

欝難灘灘灘
十　日　町 65，755，000 41．1

中　　　条 9，789，000 6．1

川　　　治 74，050，000 46．3

六　・　箇 119，000 0．1

吉　　　田 670，000 0．4

下　　　条 3，397，000 2．1

水　　　沢 6，221，000 3．9

特定事業者業種別換金状況

小　　　　売　　　　業 144，669，000 90．4

電化製品等の販売修理業 5，442，000 3．4

飲　　　　食　　　　業 4，074，000 2．5

理容業　・　美容業 1，926，000 1．2

旅　　　　行　　　　業 1，635，000 1．0

そ　　　　の　　　　他 2，255，000 1．4

■問合せ＝十日町市地域振興券推進本部（市役所内盈57

－3111内線280）へ。
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い
き
い
き
と
し
た

　
先
月
号
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
し
く
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
お
お

ま
か
な
流
れ
に
つ
い
て
は
ご
理
解
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
シ
リ
ー
ズ
第
2

回
目
と
な
る
今
月
号
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
少
し
く

わ
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

圏
麗
灘
　
　
　
　
　
　
灘
圏
圏

介
護
保
険
の

　
加
入
対
象
と
保
険
証

　
介
護
保
険
は
4
0
歳
以
上
の
す
べ
て

の
人
が
加
入
対
象
と
な
り
、
年
齢
に

よ
っ
て
2
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

◆
第
1
号
被
保
険
者

・
十
日
町
市
に
住
所
を
有
す
る
6
5
歳

　
以
上
の
高
齢
者

・
保
険
証
は
平
成
1
2
年
3
月
末
ま
で

　
に
全
員
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

◆
第
2
号
被
保
険
者

・
十
日
町
市
に
住
所
を
有
す
る
4
0
歳

　
～
64
歳
の
医
療
保
険
加
入
者

・
保
険
証
は
、
申
請
に
よ
り
、
介
護

　
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
人
に
の
み

　
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
が
他
市
町
村
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
場
合
は
、
十

日
町
市
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
と
反
対
に
、
他
市
町
村
の
人
が

十
日
町
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ヘ
入
所
す
る
場
合
は
、
元
の
市
町
村

の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
重
度
障
害
者
の
施
設
入
所

者
は
介
護
保
険
の
対
象
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
麗
懸
　
　
　
　
・
　
騒
躍
団

加
入
は
4
0
歳
か
ら

　
4
0
歳
を
超
え
る
と
初
老
期
痴
呆
や

脳
卒
中
な
ど
に
よ
っ
て
、
介
護
が
必

要
と
な
る
可
能
性
が
増
し
ま
す
。
ま

た
そ
の
人
の
親
も
高
齢
に
な
り
介
護

が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
ま
す
。

そ
こ
で
介
護
保
険
に
よ
り
負
担
の
軽

減
が
見
込
ま
れ
る
4
0
歳
以
上
の
人
が

加
入
者
に
な
り
ま
す
。

■
麗
麗
　
　
　
　
　
　
灘
臨
竈

加
入
手
続
は
不
要

　
64
歳
以
下
の
人
は
、
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
が
管
理
す
る
の
で
、
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
6
5
歳
以
上
の
人
、
お
よ
び
6
5
歳
に

な
っ
た
時
や
、
住
所
が
変
わ
っ
た
時

も
住
民
届
を
し
て
い
れ
ば
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
保
険
証
は
誕
生
月
末
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
濃
妻
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
ム
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
一
成

介護サービス紹介コーナー④

老人デイサービスセンター

　　つま　りの里

　
　
度

　
　
り

、
薮
生
巾

一
険
②

り
保

ジ
護

　
　
稀

麗
麗
羅
　
　
　
　
　
　
妻
騒
謹
麗

利
用
で
き
る
人

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
の
は
、

寝
た
き
り
や
痴
呆
、
虚
弱
な
ど
で
介

護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
人
で
す
。

40

歳
～
64
歳
の
人
は
老
化
に
伴
う
特

定
疾
病
（
下
図
）
が
原
因
の
場
合
の

み
対
象
で
す
。
「
自
立
」
と
判
定
さ
れ

た
人
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
市
は
「
自
立
」

の
判
定
を
受
け
た
人
に
も
、
何
ら
か

の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

40歳から64歳でも介護が受けられる特定疾病の範囲

①初老期の痴呆…一アルツハイマー病、脳血管性痴呆など

②糖尿病の合併症一糖尿病性腎症、糖尿病性網膜症、糖尿病性神経障

　害等

③慢性閉塞性肺疾患……肺気腫、慢性気管支炎、気管支喘息等

④脳血管疾患…脳出血、脳梗塞など　⑤筋萎縮性側索硬化症（ALS）

⑥パーキンソン病　⑦脊髄小脳変性症　⑧シャイ・ドレーガー症候群

⑨変形性関節症　　⑩慢性関節リウマチ⑪閉塞性動脈硬化症
　こうじゅうじんたい　　　　　　　　　　　　　　　　　さく

⑫後縦靭帯骨化症　⑬脊柱管狭窄症　　⑭骨粗しょう症による骨折

⑮早老症（ウエルナー症候群）

　「老人デイサービスセンターつまりの里」は信濃

川の両岸を結ぶ姿橋の東にある「養護老人ホーム妻

有荘」に併設した日帰り介護型施設です。平成8年

4月から受け入れを開始し、B型（寝たきり、虚弱

な人）、E型（痴呆症状のある人〉合わせて、現在で

は毎日20人～25人ほどのお年寄りからご利用いただ

いています。

　朝夕の送迎サービス、身体状況に合わせた形での

入浴、食事サービスのほか、リハビリやレクリエー

ション、各種季節行事などお年寄りの孤独感や肉体

的、精神的ストレス解消のための様々なサービスが

あります。また、介護をされている家族の皆さんと

は、介護上の悩みや相談、勉強会など「介護教室」

を通じてコミュニケーションづくりを図っています。

　これからもボランティアの人々をはじめ多くの皆

さんの心強い協力を得ながら、より地域の皆さんに

喜んでいただけるようなサービスの向上に努めます。

　　　　　　　　　　（生活指導員　小山俊樹）

〉所在地　十日町市幸町　〉電話　58－2050

口介護保険のお問い脊わせほ

健康福祉課介護保険室介護保険係

　　　　（繧騨一鍛11肉線1殿．弱2）敷。
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21世紀の郷士を創る

優秀な人材を求めています

●試験方法

【第1次試験…筆記試験】

■期日＝8月15日（日〉■会場＝市保健センター

■試験科目…〉一般事務上級・建築・保健婦（士）＝教養試

験、専門試験、作文〉一般事務初級＝教養試験、適性検

査、作文〉理学療法士または作業療法士＝教養試験、作

文

【第2次試験…面接】　■期日＝9月下旬■会場＝市役所

●採用及び給与

■採用＝平成12年4月1日（予定）

■初任給……（平成11年4月1日現在・受験資格取得後す

　ぐに採用の場合）〉一般事務上級、建築（大卒）、保健婦

　（士）＝174，200円　〉一般事務初級＝141，700円　〉建

築（一級）＝194，400円　〉建築（二級）＝163，600円　〉

建築（短大卒）＝151，600円　〉理学療法士または作業療

法士＝157，500円

●申込期間

　6月28日（月）から7月23日働までの午前8時30分から午後

5時15分（土・日曜日、休日を除く）の間に申込先に必要

書類を提出してください。（郵送の場合当日消印有効）

●申込手続き（必要書類）

①職員採用試験申込書（企画人事課人事秘書係にあります）

②最終卒業学校（1年制専門学校の場合は高等学校）の成

　績証明書　※卒業見込者は最近までのもの

③来年3月卒業見込者は卒業見込証明書

④建築、保健婦（士）、理学療法士または作業療法士は免許

　証の写し（取得見込者を除く）

●採用職種・予定人数・受験資格

一

上
級

11人程度
（ただし上

学校教育法による大学卒業者（来春卒業見込者含
む）で、昭和44年4月2日以降に生まれた人

般
事

級・初級と
も少なくと 学校教育法による高等学校卒業者（来春卒業見込

務 初 も4人は採 者含む）または短期大学・専門学校卒業者（来春
級 用） 卒業見込者、在学者含む）で、昭和53年4月2日

以降に生まれた人

一級または二級建築±の免許取得者もしくは学校

建 築 1人
教育法による大学・短期大学・高等専門学校・専
門学校の建築専門課程の卒業者（来春卒業見込者
含む）で、昭和44年4月2日以降に生まれた人

保健婦
（士〉

1人

保健婦（士）の免許取得者（平成12年実施の国家
試験による免許取得見込者含む）で、昭和44年4
月2日以降に生まれた人

理学療法士 理学療法士または作業療法士の免許取得者（平成12年
ま た　は 1人 実施の国家試験による免許取得見込者含む）で、
作業療法士 昭和44年4月2日以降に生まれた人

●採用職種・予定人数

消防士　6人程度

●受験資格

①学校教育法による高等学校卒業者で、昭和49年4月2日

　以降に生まれた人（平成12年4月1日現在25歳以下の人）

②身体健康で、視力は両眼の場合0．8以上、一眼の場合それ

　ぞれ0．5以上（矯正視力可）で色神正常な人

③十日町地域広域事務組合管内（十日町市、川西町、津南

　町、中里村、松代町、松之山町）に居住可能な人

●採用及び給与

■採用＝平成12年4月1日（予定）

■給与等二十日町地域広域事務組合一般職員の給与支給に

関する条例により決定

●試験方法

【第1次試験…筆記試験】

■期日二8月22日（日）　■会場＝十日町地域消防本部

■試験科目二教養試験、消防適性検査、作文、体力試験

【第2次試験…面接】

■期日二9月上旬（詳細は第1次試験合格者に別途通知）

●申込手続き

　7月15日㈲から8月6日働までの午前ε時30分から午後

5時15分（土・日曜日、休日を除く〉の間に申込先に次の

書類を提出してください。（郵送の場合当日消印有効）

①受験申込書（十日町地域消防本部総務課、消防署西分署・

　南分署、消防署松代分遣所・松之山分遣所にあります。

　申込書の請求は土・日曜日、時問外でも可）

②最終卒業学校（専門学校不可）の成績証明書　※卒業見

　込者は最近までのもの

7　平成11年6月25日号
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市
長
へ
の
手
紙
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
こ
の
た
び
「
市
長
へ
の
手
紙
」
と

し
て
転
作
に
係
わ
る
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
市
の
農
林
業
や
地

域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
投
稿
者
の
同

意
を
い
た
だ
き
、
市
の
意
見
を
付
し

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　十日町市内の耕作面積に対する25．896の生産調整割り当て、つまり減反は農

家にとって非常に厳しい内容であると思います．一方で、日本の米生産供給能

力が1，360万トンで需要が960万トン、およそ3分の1にあたる約400万トンもの

需要ギャップがあることも現実です。今日のグローバルな世界貿易バランスの

中では、日本だけの考え方は通周しません。米の関税化も4月1日から始まり

ました。

　全国的に減反配分をみれば、東京都β0．聲6、北海道47．2％、新潟県28鑑の減

反目標ですが、魚沼地区は上質米ということで配慮した減反配分と思隔ます。

　鉄鋼、繊維、紙パルプなど生産調整は多くの産業鑓経験して輪ます。農産物

においても先進諸国では実施した例がたくさんあります。

　十日町市は常に100％達成し国・県の補助金により、ほ場整備や水路事業、道

路改良など行ってきました。減反しな恥人が恥てもだれかが実施しました。

　「自分だけは」「自分の工場・会社だけは」の考え方に立脚し、行政が悪鱒・

業界が悪い・指導者が悪いなど身勝手な理由をつけて生産調整に応じな樋工場

があります。一時は業績が向上しても「モラル葺の欠如は恐ろし輪もので、過

ぎ去ってかえりみれば倒産している会社が多くあります。同じことが一般家庭

でも言えるのではないかと思恥ます．「みんなで決めたことはお互恥に寄ろうじ

ゃないか」そんな会話が家庭の中でいかに大切であるか。「モラル」の欠如と言

われ、ますます多様化している今日の社会ではなおさら癒す。「モラル」を重く

受け止めている家庭から、融和に満ちた住みよ鱒、暮らし良禰地域や市町秘が

生まれるのではな恥かと思います。

　まだまだ多くの山積して恥る農業関連事業を踏まえて、行政職員を始め地区・

集落の役員、農事連絡員の皆さんが減反目標達成に日夜努力されて隔ます。減

反政策が良いか悪いか議論する前に、国策として決めだ以圭お互》》に守ると》）

う姿勢が大切なのではな騎でしょうか、

　「夕張メロン」や「越の寒梅錘とまでは麟かなくても、圖添一の『魚沼滋シ

ヒカリ」を今後とも消費者からお鱒し嶺良質米として愛され、将来長臓期闘に

わたって維持生産すること溺できて、協力・協調性に富んだ産地と塗ることを

切望して輪ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　（土帯4　樋鼠　誠）

生
産
調
整
の
意
義

　
生
産
調
整
は
、
食
糧
法
に
基
づ
い

て
生
産
と
農
家
経
営
の
安
定
の
た
め

に
、
米
需
給
と
稲
作
経
営
の
対
策
を

主
な
柱
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
米
の
需
給
を
適
正
な
も
の
に
す
る

に
は
、
生
産
調
整
の
痛
み
を
分
か
ち

あ
い
、
生
産
調
整
実
施
者
に
は
国
と

全
国
の
農
業
者
の
「
拠
出
金
」
を
「
と

も
補
償
」
と
し
て
作
付
補
償
す
る
制

度
で
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
前

提
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
産
調
整
は
、
生
産
者
自
ら
の
問

題
と
し
て
的
確
な
対
応
が
必
要
で
あ

り
、
農
家
同
士
が
公
平
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
全
国
的
な
生
産
過
剰
の
中
で
は
、

生
産
調
整
は
止
む
を
得
な
い
選
択
と

し
て
受
け
と
め
消
費
者
に
愛
さ
れ
る

米
づ
く
り
を
今
後
も
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
の
取
り
組
み
方
針

　
十
日
町
市
と
し
て
は
、
米
穀
の
流

通
と
価
格
の
回
復
を
図
る
と
い
う
食

糧
法
の
趣
旨
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
十

日
町
市
生
産
調
整
推
進
対
策
協
議
会

に
お
け
る
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
平

成
十
一
年
度
の
緊
急
生
産
調
整
推
進

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
一
の
良
質
米
「
魚
沼
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
産
地
と
し
て
全
国
的
に
関
心

が
寄
せ
ら
れ
、
生
産
調
整
目
標
面
積

も
他
地
域
に
比
較
し
て
低
率
で
優
遇

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
目
標
達

成
が
で
き
な
い
と
な
る
と
、
全
国
一

律
の
配
分
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。　

こ
の
観
点
か
ら
も
、
各
農
家
に
よ

る
生
産
調
整
が
公
平
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
お
互
い

に
協
力
し
て
い
く
姿
勢
は
農
業
者
・

関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な
り
維

持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
県
の
助
成
を
財
源
と
し
て
い
る

市
と
し
て
は
、
未
達
成
と
な
れ
ば
農

業
関
係
事
業
の
実
施
に
も
大
き
な
影

響
が
生
じ
て
き
ま
す
。

　
一
方
、
生
産
調
整
は
単
に
目
標
面

積
を
達
成
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々

の
農
家
や
地
域
の
営
農
に
役
立
つ
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
と

し
て
も
、
地
域
と
も
補
償
、
集
団
転

作
、
集
落
目
標
達
成
、
奨
励
作
物
転

作
等
を
は
じ
め
、
各
種
の
助
成
に
よ

り
地
域
農
業
の
支
援
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

目
標
達
成
に
ご
協
力
を

　
農
業
の
中
に
あ
っ
て
の
稲
作
は
、

農
業
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
生
産
調
整
目
標
は
大
変
厳
し
い

内
容
で
は
あ
り
ま
す
が
、
生
産
調
整

の
意
義
な
ら
び
に
必
要
性
を
全
て
の

農
業
者
か
ら
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

生
産
調
整
目
標
を
達
成
さ
れ
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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十
目
町
市

男
女
共
同

21

世
紀
の
社
会
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

　
今
、
社
会
や
経
済
の
構
造
や
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
男
女
差
別
の
実
質
的
な
撤
廃
は
、
社
会
の
公

正
さ
の
確
保
や
人
権
の
確
立
、
個
人
の
能
力
の
発
揮
と
、
そ
れ
に
伴
う

社
会
発
展
へ
の
寄
与
と
い
う
見
地
か
ら
も
、
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
日
本
は
他
の
先
進
諸
国
と
同
様
に
、
少
子
化
・
高
齢
化
社

会
に
急
激
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
を
展
望
し
、
女
性

の
積
極
的
な
社
会
進
出
と
、
そ
れ
を
支
え
る
社
会
構
造
の
変
革
な
く

し
て
は
、
活
力
あ
る
2
1
世
紀
の
日
本
を
展
望
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
国
会
で
6
月
1
5
日
に
可
決
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
日
本
の
将
来
を
左
右
す
る

最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
国
・
県
・
市
町
村
、

そ
し
て
国
民
の
果
た
す
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
今
後
、
国
全

体
で
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
女
性
も
男
性
も
共
に
考
え
行
動
で
き
る

社
会
を
つ
く
る
た
め
の
行
動
計
画
」
で
す

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
「
男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
す
る
機

会
が
確
保
さ
れ
、
喜
び
も
責
任
も
と
も
に
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
生
き
生
き
と
発
揮
で
き
る
社
会
」
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
仕
事
・
家
庭
・
育
児
・
介
護
・
地
域
活
動
な
ど
の
場
面
で

男
性
も
女
性
も
共
に
参
画
し
、
個
々
人
の
能
力
や
感
性
を
発
揮
し
、

様
々
な
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
社
会
に
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
す
。
私
た
ち
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
を
見
つ
め
、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
阻
害
す
る
制
度
や
慣
行
を
で
き
る
限

り
男
女
に
中
立
な
も
の
と
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど

具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
て
、
様
々
な
施
策
の
調
整
を
し
、
計
画
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
の
道
筋
を
示
す
も
の
が
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」
で
す
。

貝
募
集

鯛
顯
、
艦
…
－
．
繍
聾
雛
ー
　
耀

睡
．
－
　
、
㈱
懸
、
難
難
・
箋
藩
難

－
皿
．
鱒
、
鑓
，
，
　
ノ
　
鋸
繍
．
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
購
鰯
験　

　
　

鰹

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
検
討
委
員
の
役
割
と
は
…

　
十
日
町
市
は
平
成
1
2
年
度
内
に
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
策

定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
、
市
民
各
層
1
5
人
で

構
成
す
る
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

行
政
が
設
置
す
る
庁
内
策
定
委
員
会
と
と
も
に
プ
ラ
ン
の
内
容
を
検

討
し
、
委
員
会
と
し
て
意
見
や
提
言
を
ま
と
め
、
市
長
に
提
出
す
る

役
割
を
担
い
ま
す
。

　
委
員
会
は
全
体
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
部
会
（
学
習
・
啓
発
、
社

会
参
画
、
労
働
、
健
康
・
福
祉
な
ど
）
を
編
成
し
、
各
分
野
に
お
け

る
課
題
や
解
決
し
て
い
く
た
め
の
方
策
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
顧
問
と
し
て
学
識
経
験
者
を
招
き
、
指
導
や
助
言
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

熱
意
あ
る
皆
さ
ん
の
応
募
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
検
討
委
員
の
う
ち
5
人
を
公
募
し
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
を
創
る
た
め
に
も
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
両
性
の

平
等
を
基
本
に
す
え
た
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
、
行

政
と
い
っ
し
ょ
に
熱
意
を
持
っ
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
人
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
数
…
…
5
人

●
応
募
資
格
…
…
2
0
歳
以
上
の
市
民
（
男
女
）
で
、
男
女
共
同
参
画

　
社
会
の
形
成
に
関
心
が
あ
り
、
建
設
的
な
意
見
を
提
案
で
き
る
人
。

　
プ
ラ
ン
策
定
ま
で
平
日
の
昼
間
、
月
1
回
程
度
の
検
討
委
員
会
に

　
出
席
で
き
る
人
。

●
応
募
方
法
…
…
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の

　
上
、
作
文
（
「
私
の
考
え
る
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
」
と
い
う

　
テ
ー
マ
で
8
0
0
字
程
度
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先
（
問
合
せ
先
）
…
…
十
日
町
市
役
所
企
画
人
事
課
企
画
係

　
（
〒
9
4
8
－
8
5
0
1
　
十
日
町
市
千
歳
町
3
の
3
　
智
5
7
1

　
3
1
1
1
内
線
2
1
6
）
へ
。

●
募
集
期
間
…
…
7
月
1
2
日
㈲
～
7
月
2
6
日
㈲

●
選
考
方
法
と
決
定
通
知
…
…
提
出
さ
れ
た
作
文
を
参
考
に
選
考
し
、

　
結
果
は
8
月
上
旬
こ
ろ
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。
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越後妻有犬地の芸術祭実行委員会では、来年

7月～9月に『大地の芸術祭一越後妻有郷アー

トトリエンナーレ2000』を開催します。地球環

境と地域づくり、21世紀に向けた中山間地の展

望などを提案していくこの事業テーマをさらに

掘り下げ、開催に向けた具体的な動きを起こす

ための会議を開催します。

当日はアートアドバイザーに委嘱する世界各

地の著名なアートディレクター5人が一堂に会

して、公開討論会を行います。参加希望者は下

記により申し込みのうえご来場ください。

ロ日時＝6月29日㈹、会議：午後6時30分～

パーティ：8時30分～

閣場所＝松代町ふるさと会館（駅前）

ロ内容＝基調報告、パネルディスカッション

■参加費二会議：無料、パーティ：2，000円

■定員蕊先着150人

巴申込お・闘合せ＝越後妻有大地の萎術祭実行

委員会事務局（鱈57－2639）へ。

50

周
年
記
念

　
　
　
演
芸
大
会

■
日
時
U
7
月
3
日
出
午
後
4
時
～

■
場
所
H
水
沢
小
学
校

■
内
容
U
◆
石
場
か
ち
実
演
（
午
後

4
時
～
校
庭
に
て
）
◆
地
区
内
小

中
学
生
の
出
演
、
各
団
体
の
踊
り
、

劇
、
合
唱
、
楽
器
演
奏
、
カ
ラ
オ

ケ
等
の
出
し
物
が
あ
り
ま
す
。
（
午

後
5
時
～
9
時
体
育
館
に
て
）

■
そ
の
他
H
◆
一
般
の
方
は
児
童
玄

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
◆
駐
車

【
記
念
式
典
】

■
日
時
H
7
月
4
日
㈲

　
　
　
午
後
－
時
3
0
分
～
2
時

■
場
所
”
水
沢
地
区
公
民
館

■
内
容
H
感
謝
状
贈
呈
ほ
か

己…
一
回

講
演

場
は
体
育
館
北
側
と
中
学
校
跡
地

で
す
。
た
だ
し
台
数
に
限
り
が
あ

る
た
め
で
き
る
だ
け
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
◆
当
日
は
水

沢
商
工
会
の
屋
台
が
出
店
し
ま
す
。

【
記
念
講
演
】

　
社
会
教
育
の
実
践
的
指
導
者
と
し

て
長
年
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
、

上
村
捨
二
郎
氏
を
講
師
に
迎
え
、
地

域
に
根
ざ
し
た
社
会
教
育
の
新
た
な

展
望
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
H
7
月
4
日
㈲
午
後
2
時
1
5

　
分
～
3
時
1
5
分

■
場
所
H
水
沢
地
区
公
民
館

■
講
師
員
上
村
捨
二
郎
氏
（
元
県
公

　
民
館
連
合
会
事
務
局
長
、
現
た
か

　
き
医
院
事
務
長
）

■
演
題
H
「
新
し
い
風
を
」

水
沢
地
区
公
民
館

0
0
一
〇
〇

森田佳子プロフイール
本町5丁目出身（旧姓村武）。東京芸術大

学大学院修了後、アムステルブム音楽院に留

学。69年ソリストデイプロマ栄誉賞、71年

プリ・デ・エクセラン賞を受賞。東京フィル

パーモニー等と共演。帰国後は多数のアン

サンブル、リサイタル等に活躍。現在は東京

音楽大学．新潟大学で指導にあたっている。

　このたび十日町市文化協会連合会をはじめ多数の皆様のご厚意により世界の名

器ベヒシュタインが市に寄贈されることになりました。ついてはピアノ開きとし

て市内出身のピアニスト森田佳子さんをお招きしてリサイタルを開催します。当

日は多数の皆さんから珠玉の音色をお聴きいただけることを願っています。

■日時＝7月10日ω午後7時～（6時30分開場）

■場所二市民会館ホール（全席自由）

■入場料＝2，000円（中学生以下1，500円）

■曲目ニルーマニアン・フォークダンス（ヴァルト

ーク）、ソナチネ（ラヴェル）ほか

■プレイガイド＝公民館本館、田倉、イトー楽器、

オギノ楽器店、丸久紙店

■問合せ二公民館本館（智57－5011）へ。
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一
フ
⑥
広

里
　11年度越後妻有郷アートネックレス整備事業もスタ

ートからほぽ3か月が過ぎました。市内をはじめ妻有

の各ステージでは、地元のステキを発見しようと様々

なイベントが行われています。また10年度の施設整備

で完成した建物なども利用が開始されました。そこで

今回は、各ステージの取り組みや完成施設を写真を交

えてご紹介します。

癖蝦
　
写
真
家
の
英
伸
三
氏
を
講
師
に
迎
え
”
妻
有
の
春
「
田
ん
ぽ
」
を
撮
る
”
イ

ベ
ン
ト
が
5
月
2
2
日
ω
～
2
3
日
㈲
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
東
方
面
を
中
心
と
す

る
4
0
人
の
参
加
者
に
は
、
1
月
の
安
斎
重
男
写
真
塾
に
続
い
て
訪
れ
た
人
も
多

く
、
妻
有
の
鮮
や
か
な
四
季
の
移
り
か
わ
り
に
驚
い
た
様
子
で
し
た
。
枯
木
又

で
の
田
植
え
体
験
や
、
川
西
町
中
仙
田
で
の
郷
土
食
作
り
、
夜
の
写
真
談
義
や

交
流
会
を
通
じ
て
、
田
園
風
景
を
写
真
に
お
さ
め
て
い
ま
し
た
。

　
中
里
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
信
濃
川
物
語
」
と
題
し
、
信
濃
川
、
清
津
川
、
釜
川

周
辺
で
の
ア
ー
ト
を
中
心
と
し
た
事
業
展
開
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
連

携
し
た
建
設
省
の
築
堤
工
事
が
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
祈
願
祭
と
あ
わ
せ

て
「
信
濃
川
物
語
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
5
月
1
2
日
㈱
に
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
今
年
度
設
置
を
予
定
し
て
い
る
ア
ー
ト
作

品
等
の
デ
ザ
イ
ン
が
展
示
さ
れ
、
地
元
の
保
育
園
児
3
6
人
が
広
い
キ
ャ
ン
バ
ス

に
手
で
絵
を
描
く
フ
ィ
ン
ガ
ー
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
里
創
プ
ラ
ン
・
ハ
ー
ド
事
業
の
第
1
号
と
し
て
、
川
西
ス
テ
ー
ジ
の
節
黒
城

跡
キ
ャ
ン
プ
場
に
宿
泊
可
能
な
コ
テ
ー
ジ
2
棟
が
完
成
し
、
5
月
か
ら
利
用
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
コ
テ
ー
ジ
は
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
た
施
設
と
し
て
、
個
性

的
で
環
境
に
溶
け
込
む
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
遊
歩
道
で
結
ば
れ

た
山
の
頂
に
は
芸
術
家
の
柳
健
司
氏
に
よ
る
4
つ
の
展
望
台
が
設
置
さ
れ
、
越

後
三
山
な
ど
の
絶
景
が
展
望
で
き
ま
す
。
●
コ
テ
ー
ジ
（
有
料
）
の
予
約
問
合

せ
H
サ
ン
パ
レ
ス
ナ
カ
ゴ
（
盈
6
8
1
4
4
1
9
）
へ
。

　
　
　
①
英
伸
三
写
真
塾
・
田
檀
え
に
挑
戦
　
②
園
児
が
手
で
お
絵
描
き

　
　
　
③
絶
景
の
展
望
台
　
④
自
然
に
調
和
す
る
コ
テ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

ズテ手発児写算1ソクー参吻孝募秦』

■日　時＝7月10日dD　午前9時集合～午後4時撮影終了　　　　■申込み＝各希望コースの市町村役場にお申込みください。

■集合場所＝各市町村役場前集合・解散　　　　　　　　　　　　　●十日町市二企画人事課（盈57－3111）

■参加費＝1，500円…当日徴収　　　　　　　　　　　　　　　　●川西町＝開発課（盈68－3111）

　　　（マイクロバス代、保険料、フィルム2本、昼食付）　　　●津南町二企画課（費65－3111）

ロ定　員＝十日町コース40人、その他コース各20人（先着）　　　　●中里村二企画観光課（盈63－3111）

■主　催＝越後妻有8万人のステキ発見実行委員会　　　　　　　●松代町＝企画振興課（盈02559－7－2220）

■コース内容＝若干の変更もありえます。ご了承ください。　　　●松之山町二振興課（盈02559－6－3131）

〆7●コース紹介

【十日町コース】…松之山鏡が池→美人林→大棟山美術博物館蝉大厳寺（天水越）→十日町市

【川　西コース】…松葉沢菖蒲園→あじさい公園→当間高原→妙法牧場→川西町

【津　南コース】一マウンテンパーク津南→大厳寺高原→美人林→松代駅→芝峠→津南町

【中　里コース】一瀬戸渓谷→ユーモール→美人林→中里村

【松代コース】一ナカゴグリーンパーク→あじさい公園→魚沼スカイライン→清津峡→グリンピア津南→松代町

【松之山コース】一美人林→鏡が池→大厳寺高原→天水越ブナ林→山伏山→マウンテンパーク津南→天水島棚田→松之山、
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序
§
旨
【

1
　
　
　
蓬

1
i

l　

i　

多
…
l
…

火災・救助出動等の

問合せ電話を設置しました

岱50－5031
火災や救助出動が発生すると119番に

問合せが多くあり、対応に苦慮してい

ます。そこで、7月1日㈱から十日町

地域消防本部では災害自動案内装置を

設置しますので、火災・救助等の問合

せは上記専用電話にお願いします。

m月より住宅手当が割増賃金の

墓礎賃金から控除されます

住宅手当が割増賃金の基礎賃金から

除外されます。該当する住宅手当は、

住宅に要する費用に応じて算定される

賃金に限られ、住宅に要する費用以外

の費用に応じて算定される手当や、住

宅に要する費用に係わらず一律に定額

支給される手当ては、従来どおり割増

賃金の基礎に参入する必要があります。

詳しくは十日町労働基準監督署（盈52

－2079）へお問い合わせください。

ま
ち
づ
く
り
に

　
　
役
立
っ
て
い
ま
す

　
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵
便
局

の
簡
易
保
険
の
積
立
金
や
厚
生
年

金
・
国
民
年
金
の
積
立
金
は
、
公
園

や
水
道
施
設
な
ど
の
整
備
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
1
0
年
度
に
は
、
表
の
よ
う
に

十
日
町
市
総
合
公
園
、
簡
易
水
道
な

ど
の
整
備
に
こ
の
資
金
を
活
用
し
ま

し
た
。

◆簡易保険積立金還元融資事業 （単位：万円）

藤欝i嚢i…1馨灘i…i…i…iiii……1嚢、灘韓

事公
　園
　緑
業地

十日町市

総合公園整備事業

十日町市緑道整備事業

3，600

2，000

1，350

750

事豪
　雪
　対
業策

高山太子堂線道路
新設改良事業ほか17か所

8億6，681 4億2，280

合　　　　　　計 9億2，281 4億4，380

◆厚生年金積立金・国民年金積立金還元融資事業

　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
講．覇1…il華雛i、iiili嚢、妻1璃ll蒙

簡 水沢中央地区簡易水道 1，374 650

易 下条地区簡易水道 3，630 2，870

水 馬水地区簡易水道 166 140

道 飛二地区簡易水道 656 570

事 赤倉地区簡易水道 882 780

業 水沢南部地区簡易水道 2億0，195 1億3，420

合　　　　　　計 2億6，903 1億8，430

（5月31日現在）

保
険

年
金

年
金

』▲

霧沼’璃1灘鶴難・ 、・、1鍵．1・．鱗鞘…、、灘灘搏灘灘．

収
　
　
　
　
入

委　　託　　料 55，000，000 市委託料

協　　賛　　金 25，612，184 織物組合・建設業協会・企業ほか

事　業　収　入 20，775，571 広告料・入場券・記念誌売上ほか

雑　　収　　　入 5，549 預金利息

繰　　越　　金 1，244，548 前年度繰越金

計　　（イ） 102，637，852

支
　
　
　
　
　
　
　
出

総務部会費 15，962，618 総務費・宣伝費ほか

ミスコンテスト部会費 1，362，590 テレビスポット・パンフレットほか

コミュニティ部会費 2，511，265 オープニングフェスティバル・ツマリアンボールほか

イベント部会費 1，135，453 パレード・雪だるま作戦費ほか

カーニバル部会費 59，569，250 企画演出費・会場製作費ほか

雪の芸術展・広場部会費 9，772，985 賞金・賞品・広場協賛金ほか

交通部会費 2，089，488 交通警備費・巡回バス経費ほか

50回記念事業費 6，649，575 記念誌製作費・顕彰経費ほか

繰　　　出　　金 1，000，000 モニュメント建設基金積立

雪　運　搬　費 1，043，700 カーニバル会場雪運搬費

計　　（口） 101，096，924

（イ）一（口）ニ1，540，928円〈第51回雪まつりへ繰り越し〉

　モニュメント建設基金積立現在高3，000，000円

第50回十日町雪まつり決算

　
第
5
0
回
十
日
町
雪
ま
つ
り

は
、
2
月
1
9
日
㈹
～
21
日
㈲
の

3
日
問
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
成

功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

人
出
も
多
く
延
べ
3
3
万
人
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の

事
業
所
か
ら
協
賛
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
決
算
は
左
の
表
の

と
お
り
で
す
。
ご
協
賛
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

プ2



　　　　　　　，灘嚢鵜　　　　　　　馨

　　　　　　　　　　　　　たも、カメラを片手にすてきな思い出をつくりませんか。

　
キ
ャ
ン
プ
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

森
林
展
示
場
な
ど
の
ほ
か
に
シ
ャ
ワ

ー
も
備
え
た
自
然
豊
か
な
森
林
公
園

で
す
。
森
林
浴
で
ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
、
の
ん
び
り
と
1
日
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。
昨
年
か
ら
公
園
総
合
案
内

施
設
の
食
堂
を
調
理
場
と
し
て
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
天
候

を
気
に
せ
ず
キ
ャ
ン
プ
の
予
定
が
組

め
ま
す
。
子
供
会
の
キ
ャ
ン
プ
や
家

族
連
れ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
利
用
時
間
ロ
午
前
9
時
～
午
後
9

時
（
1
回
あ
た
り
3
時
間
”
要
予
約
）

■
利
用
料
金
H
1
0
人
以
下
“
1
人
3

百
円
、
2
0
人
ま
で
H
1
団
体
3
千
円
、

21

人
以
上
”
1
団
体
5
千
円
※
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
は
別
に
千
円

■
問
合
せ
H
林
福
市
（
盈
5

2
1
2
2

2
0
）
へ
。

　
ニ
ツ
屋
の
弁
天
池
に
咲
く
二
千
年

蓮
。
今
年
も
神
秘
的
な
薄
紅
色
の
花

を
咲
か
せ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

見
ご
ろ
は
8
月
上
旬
ま
で
。
蓮
の
花

は
午
前
5
時
こ
ろ
か
ら
4
時
間
ほ
ど

開
花
し
ま
す
。

■
問
合
せ
H
市
観
光
協
会
（
盈
5
7
1

3
3
4
5
）
ま
た
は
半
間
正
（
盈
52

f
2
2
5
6
）
へ
。

諺　
地
域
の
手
作
り
で
植
え
ら
れ
た
1

万
4
千
株
の
あ
じ
さ
い
が
、
落
之
水

地
内
の
5
万
平
方
癖
の
斜
面
に
大
輪

の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
見
ご
ろ
は
7

月
下
旬
ま
で
。
ま
た
、
土
・
日
曜
日

に
は
野
点
そ
ば
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。■

問
合
せ
”
市
観
光
協
会
ま
た
は
南

雲
徳
栄
（
八
箇
あ
じ
さ
い
公
園
代
表

費
5
7
1
2
3
4
8
）
、
川
原
屋
商
店

（
智
5
7
1
5
0
6
9
）
へ
。

ミ
聚
翻
磯
睡

　
　
　
雪
ま
つ
り
撮
影
会

　
花
の
名
所
「
弁
天
池
」
と
「
あ
じ

さ
い
公
園
」
に
溶
け
込
ん
だ
、
美
し

い
「
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
」
と
花
々

の
共
演
を
撮
影
し
ま
せ
ん
か
。

■
期
日
”
7
月
1
8
日
㈲
※
小
雨
決
行

■
会
場
・
時
間
H
①
弁
天
池
（
二
千

年
蓮
・
ニ
ツ
屋
）
午
前
9
時
3
0
分
～

10

時
3
0
分
　
②
あ
じ
さ
い
公
園
（
落

之
水
）
午
前
1
1
時
y
正
午
■
参
加
費

11

無
料
■
主
催
H
市
観
光
協
会

推
薦
は
阿
部
清
さ
ん
『
八
ス
池
』

　
第
2
0
回
十
日
町
市
観
光
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
審
査
会
が
6
月
8
日
㈹
に

サ
ン
ク
ロ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
応

募
作
品
2
5
2
点
（
市
内
1
2
1
、

県
内
9
1
、
県
外
4
0
）
の
中
か
ら
、
羽

賀
康
夫
先
生
（
日
本
写
真
家
協
会
会

員
）
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
次
の
皆

さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。
入
賞
作
品

は
ク
ロ
ス
ー
0
に
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
鑑
賞
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
推
薦
　
阿
部
清
（
本
町
4
）

▼
特
選
　
小
幡
直
（
小
出
町
）
田
口

正
樹
（
川
西
町
）

▼
入
選
　
吉
岡
義
和
（
長
岡
市
）
高

橋
健
吉
郎
（
川
原
町
）
原
正
樹
（
柏

崎
市
）
田
口
正
樹
（
川
西
町
）
田
村

保
和
（
四
日
町
2
）
福
崎
均
（
本
町

6
）
生
越
久
雄
（
原
）
池
田
勝
（
本

町
6
）

▼
佳
作
　
諏
訪
宣
子
（
群
馬
県
）
石

川
哲
司
（
川
治
内
後
）
阿
部
光
雄
（
新

潟
市
）
関
口
芳
文
（
本
町
6
）
田
村

保
和
（
四
日
町
2
）
佐
藤
豊
司
（
新

潟
市
）
南
雲
幸
男
（
川
西
町
）
深
井

武
（
長
岡
市
）
鈴
木
蘭
（
本
町
6
）

高
野
栄
子
（
五
泉
市
）
　
〈
敬
称
略
〉

　〈推薦癖ハス池慰審査評〉

　光の美しい作晶です。また、色彩

的1こも実によいバランスで撮られて

晃事です。構図とじても背景・モデ

ル・ニモ隼蓮の花と葉などがバラン

ス良くまとめてあ‘フ、素晴らしいも

のといえます。オレンジ色の傘が大

変印象的でず。トップに、壼、さわしい

格調高い作晶です。

　　　　　　（写糞は表紙に掲載）

テレビ放映のお知らせ
　　一アイリスまつりほか一

■番組名＝「笑顔がいちばん」

■放送局二B　S　Nテレ〆ビ（TB　S）

■放送日時＝7月11日（日）

午前7時30分～（30分番組）

■出演者二鈴木早智子

　　　　　　（元ウインク）

ロ取材場所＝ベルナティオ、アイリ

スまつり会場、博物館ほか
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　　　　「花と緑の仕掛人」

　現在￥市内各地で花と緑を増やし、ま

ちに潤いを与えようという活動が盛り上

がっています。今目は．こうした活動を

支える皆さんの声をお届けします。

記
念
植
樹
を
体
験
し
て

灘

大津和也さん
（十日町中学1年・三和町）

花
で
憩
い
の
場
を
作
り
た
い

　　ガ

金井二郎さん
　（珠川）

饗獲港の声まちの

「W杯サッカーキャンプ誘致に託す」

　2002年W杯の開催まであと3年。キャ
ンブ誘致に名乗りをあげた当市では6目

に他市町村に先駆けて、準備委員会を設

立しました。キャンブ誘致に託す思いを

皆さんからお聞きします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁などい

　ずれの万法でも構いません。なお紙上

　匿名は構いませんが￥お名前．住所￥

　電話番号だけは明記してください。

◆送付先　7月10日UDまでに企画人事課

　広報広聴係（〒948－8501十日町市千歳

　町3－3　暦57－3111内線213・214）

　
ぽ
く
は
、
今
回
初
め
て
「
桜
の
里
親
」
に
な
り
、
記
念
植
樹
を
体
験
し

ま
し
た
。
十
日
町
中
学
校
の
代
表
6
人
で
「
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

99

」
に
参
加
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
1
0
年
後
、
2
0
年
後
、
桜
の
木
が
大
き
く
な
る
と
共
に
ぽ
く
も

大
人
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
結
婚
を
し
、
あ
の
桜
の
木
の
下
で
花
見
が
で

き
た
り
、
子
ど
も
た
ち
と
信
濃
川
で
釣
り
が
で
き
た
り
し
た
ら
、
ど
ん
な

に
楽
し
い
だ
ろ
う
と
、
今
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
に
は
、
ぽ
く
た
ち
の
植
え
た
桜
の
木
が
枯
れ
る

こ
と
が
な
く
、
元
気
に
育
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
5
年
間
の
冬
支
度

と
毎
年
4
月
か
ら
5
月
に
は
桜
を
見
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
花
作
り
に
係
わ
り
は
じ
め
た
の
は
1
0
年
前
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
着
手
と

同
じ
時
期
で
す
。
「
花
い
っ
ぱ
い
の
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
構
想
を
見
聞
き
し
、

隣
接
県
の
視
察
や
研
修
に
も
数
多
く
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
痛
切
に
感

じ
た
の
が
、
花
を
取
り
入
れ
た
空
間
づ
く
り
に
つ
い
て
新
潟
県
内
が
い
か

に
遅
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
部
で
花
は
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
人
々
の
生
活
空
間
に
広
く
溶
け
込
む
よ
う
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
心
や
生
活
に
ゆ
と
り
が
増
し
た
こ
と
が
、

広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
理
由
で
し
ょ
う
ね
。
今
私
は
当
間
高
原
で
ア
イ
リ

ス
を
は
じ
め
年
間
を
通
し
て
咲
き
変
わ
る
花
々
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

き
れ
い
だ
ね
と
口
ず
さ
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
何
よ
り
の
励
ま
し
で
す
。

⑳　　いちばんいいて

藤沢市辻堂元町1－9－18（市内出身・63歳）庭野松三さん

「第25回東京十一会」1998．7．3

右：司会が庭野さん、中央：春日寛さん

　
郷
里
を
出
て
4
0
数
年
、
有
為
転
変
い
ろ
い
ろ
あ
る

中
に
、
変
わ
ら
ぬ
友
情
で
結
ば
れ
て
い
る
の
が
十
日

町
以
来
の
仲
間
で
す
。
昭
和
1
1
年
生
ま
れ
の
私
た
ち

は
「
十
一
会
」
と
称
し
、
折
に
集
ま
り
ワ
イ
ワ
イ
や

っ
て
い
ま
す
。
平
成
n
年
1
1
月
H
日
は
、
1
1
の
三
ツ

重
ね
と
い
う
記
念
す
べ
き
日
で
す
。
こ
の
日
に
十
日

町
東
京
合
同
の
十
一
会
を
野
沢
温
泉
で
開
催
し
ま

す
。　

「
ハ
チ
ャ
・
マ
ー
」
で
始
ま
る
十
一
会
ゴ
ル
フ
部

会
は
、
黒
磯
カ
ン
ト
リ
ー
常
任
理
事
の
田
村
作
治
君

が
永
久
幹
事
長
で
、
年
3
～
4
回
腕
を
競
っ
て
い
ま

す
。
田
村
君
の
職
権
乱
用
の
過
剰
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

万
年
ビ
リ
の
私
に
ま
で
賞
品
が
ま
わ
っ
て
き
ま
す
。

ス
コ
ア
は
悪
く
て
も
帰
る
と
き
は
い
つ
も
幸
せ
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
十
一
会
寄
席
は
、
席
亭
の
大
久
保
梅
次
君
が
健
康

を
害
し
、
た
だ
今
休
演
中
で
す
。
神
田
「
と
志
松
」

に
若
手
落
語
家
を
招
き
、
う
ま
い
酒
を
飲
み
、
お
い

し
い
料
理
を
食
べ
、
大
笑
い
す
る
楽
し
い
会
で
し
た
。

も
う
2
0
年
も
続
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
若
手
と
思
っ

た
小
千
谷
出
身
の
梅
技
師
匠
も
も
う
大
物
で
す
。

　
こ
の
会
の
生
み
の
親
は
法
曹
界
の
重
鎮
、
春
日
寛

君
で
す
。
住
専
問
題
で
大
活
躍
の
傍
ら
、
立
正
大
学

で
教
べ
ん
を
と
っ
て
い
ま
す
。
超
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
中
、
十
一
会
だ
け
は
必
ず
出
席
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
仲
間
に
恵
ま
れ
た
の
も
十
日
町
で
生
ま
れ
た

お
か
げ
で
す
。
近
ご
ろ
の
十
一
会
は
「
や
っ
ぱ
り
十

日
町
が
一
番
い
っ
て
の
」
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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花
づ
く
り
で
ま
ち
づ
く
り関野健治さん

　（日召禾口田丁3）

桜
堤
へ
の
尽
き
せ
ぬ
夢

豫
灘
畿

饗
欝

金澤眞治さん
　　（太田島2）

　
私
は
結
婚
後
、
妻
の
影
響
で
花
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。
昭
和
町
の
町

づ
く
り
と
商
店
街
の
法
人
化
、
歩
道
整
備
が
い
っ
し
ょ
に
な
り
、
昨
年
か

ら
の
「
花
と
緑
の
フ
ィ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
商
店
街
の

事
務
局
長
と
い
う
立
場
で
、
意
見
を
ま
と
め
な
が
ら
町
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
す
。

　
女
性
が
花
で
つ
な
が
っ
て
広
が
り
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
花
づ
く
り
は

家
族
み
ん
な
が
参
加
し
、
そ
こ
か
ら
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
が
着
実

に
進
ん
で
い
ま
す
。
町
内
の
女
性
を
中
心
に
、
手
作
り
で
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昭
和
町
は
花
と
緑
に

包
ま
れ
た
雰
囲
気
で
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
太
田
島
で
は
こ
の
春
、
念
願
の
桜
堤
を
信
濃
川
の
堤
防
脇
に
造
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
新
し
く
生
ま
れ
た
桜
堤
が
、
母
な
る
川
へ
の
親
し
み
を

呼
び
戻
し
、
住
民
が
集
え
る
地
域
の
誇
り
と
し
て
、
ま
た
日
本
人
の
精
神

を
象
徴
す
る
桜
の
名
所
と
し
て
人
々
に
愛
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
地
元
で
は
平
成
7
年
に
「
桜
を
育
て
る
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、
桜
堤

の
構
想
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
植
樹
で
は
、
地
元
の
発
想
し

た
夢
に
、
建
設
省
や
市
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
が
耳
を
傾
け
、
実
現
へ

の
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
本
当
に
意
義
深
く
あ
り
が
た
い
も
の
で

あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
ベ
ン
チ
や
ぽ
ん
ぽ
り
を
整
備
し
ま
し

た
が
、
今
後
の
整
備
に
向
か
っ
て
夢
は
膨
ら
む
ば
か
り
で
す
。

賓
蒼・

多と

ヴー

1⑪

一＿校卒業後この春まで東京の専門学校でグ
コ同ラフィックデザインの勉強をしてきまし

た。私がデザインの世界に飛び込む夢を持っ

たのは高校2年の時です。実は、それまでは

姉と一緒に、陸上競技の世界で生きるという

夢を抱いていたんですよ。

4
　　さいころから長距離が得意で、南中時代
　￥フ
　　には陸上部で田中啓也先生指導のもと、

大先輩の小林雅幸さんたちとも厳しい練習を

乗り越えました。周りがスゴイ人ばかりで、

当時は練習についてゆくのがやっとという感

じでした。そんな私も高校進学の時にはスポ

ーツ推薦をもらい、巻高校に進学しました。

と簾雛欝禦鶉灘駕欝鵯
時に全国駅伝県予選で準優勝までいったので

すが、体調が戻らず陸上の世界は断念しまし

た。今はイラストレーターというゴールを目

指してスタンドの仕事もがんばっていきます。

※いつか雑誌の表紙を飾れるデザインを描きたいという小宮

　山さんの紹介で、次回は雲谷友織さんにバトンタッチ。

　　　　　　　が　　　　　　レゆ　　　　　　ヂぞ　　　 　もコ

φ町／　ノ〆〆

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ㎜
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

酔
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

引
費
0
3
、
3
5
4
6
，
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

東
京
十
日
町
会
ぺ
ん
く
ら
ぶ

　
　
第
1
回
例
会
を
開
催

　
5
月
2
1
日
働
、
当
事
務
所
で
東

京
十
日
町
会
ぺ
ん
く
ら
ぶ
（
滝
沢

政
治
会
長
）
第
－
回
例
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
新
会
員
と
し
て
、
比

較
的
若
い
現
役
の
星
野
清
一
さ
ん

（
下
条
出
身
）
と
滝
沢
賢
治
さ
ん

（
本
町
2
丁
目
出
身
）
を
迎
え
、

参
加
者
1
5
人
の
和
や
か
で
に
ぎ
や

か
な
会
に
な
り
ま
し
た
。
情
報
発

信
を
目
的
と
し
た
こ
の
会
は
女
性

や
若
人
の
参
加
を
切
望
し
て
い
ま

す
。
自
薦
、
他
薦
い
ず
れ
も
当
事

務
所
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
6
月
に
入
る
と
、
北
区
王
子
の

飛
鳥
山
公
園
の
す
そ
一
面
に
あ
じ

さ
い
が
色
づ
き
始
め
ま
す
。
飛
鳥

山
の
桜
は
上
野
公
園
の
桜
に
劣
ら

ぬ
み
ご
と
な
も
の
で
し
た
。
5
月

上
旬
の
文
京
区
根
津
神
社
の
つ
つ

じ
、
6
月
上
旬
の
葛
飾
区
水
元
公

　
　
　
　
し
ょ
う
ぶ

園
や
堀
切
菖
蒲
園
の
菖
蒲
な
ど
見

に
行
き
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
今

年
も
果
た
せ
な
い
で
し
ま
い
ま
し

た
。

　
6
月
1
0
日
㈱
・
n
日
働
、
市
統

計
調
査
員
協
議
会
1
9
人
が
研
修
の

た
め
上
京
さ
れ
ま
し
た
。
1
0
日
の

都
庁
見
学
に
同
行
し
た
お
礼
に
駅

通
り
木
村
屋
さ
ん
の
お
菓
子
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
菓
子
と
い
え

ば
木
村
屋
さ
ん
の
サ
バ
ラ
ン
や
泉

町
シ
ャ
ル
マ
ン
さ
ん
の
抹
茶
ケ
ー

キ
を
思
い
出
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

首
都
圏
に
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち

ら
で
は
ケ
ー
キ
の
値
段
が
高
い
の

に
は
驚
き
ま
す
。

　
6
月
1
3
日
㈲
、
信
者
－
万
3
千

人
が
集
い
、
両
国
国
技
館
で
立
正

佼
成
会
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
教
会
発
足

40

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
城
東
と
は
皇
居
東
の
北
区
や

葛
飾
区
な
ど
6
区
を
さ
す
よ
う
で

す
。
朝
8
時
5
0
分
、
江
戸
消
防
記

念
会
に
よ
る
ま
と
い
の
振
込
み
に

始
ま
り
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
奏
者
大

島
明
さ
ん
の
演
奏
な
ど
1
2
時
半
ま

で
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
記
し
た
と
こ
ろ
、
歌

助
師
匠
が
来
所
さ
れ
ま
し
た
。
9

月
3
日
働
午
後
6
時
半
か
ら
国
立

演
芸
場
で
「
桂
歌
助
真
打
披
露
公

演
」
を
行
う
と
、
入
場
引
換
券
を

置
い
て
い
か
れ
ま
し
た
。
希
望
さ

れ
る
人
は
当
事
務
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
　
（
6
・
1
6
樋
口
記
）
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相談コーナー

①定例行政相談　　7月9日働

②交通事故相談　　7月12日（月）

③高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

④法律相談

　7月8日㈲　神山博之弁護士

　7月22日㈲　栃倉光弁護士

　午後1時30分～午後4時

　会場：市役所市民相談室

　電話で市民生活課へ要予約。

ヲ』礁ンサ閣ピス
雷鞭日町市観光情報

　　　　　　　57。0500
圃くらしのダイヤル

　　025・285顧7000
7藩〉隷2家庭でできる

　　　　　省エネルギー

7／12～7／19環境に優しいくらし

7擁9～万26消費生活相談事例

　　　　～通信販売のトラブル～

7／26～8／2生ゴミのリサイクル

か
け
ま
せ
ん
か

第
1
1
回
駅
通
り

　
　
七
夕
ま
つ
り
開
催
中

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
付
大
竹
飾
り
や
園

児
の
か
わ
い
ら
し
い
短
冊
を
設
置
。
歩
行

者
天
国
（
露
天
夜
店
市
）
を
実
施
し
ま
す
。

歩
行
者
天
国
で
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

店
者
も
募
集
中
。
籔
期
間
H
7
月
n
日
㈲

ま
で
獲
歩
行
者
天
国
H
7
月
2
日
働
・
3

日
ω
午
後
7
時
～
1
0
時
（
雨
天
決
行
）
籔

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
申
込
み
”
ハ
ト
ヤ
（
智

52

－
2
6
4
0
）
ま
た
は
ハ
ギ
ャ
（
盈
52

－
2
8
3
9
）
へ
。

第
3
回
十
日
町
矯
正
展

　
家
具
製
品
、
金
属
製
品
、
木
彫
製
品
、

皮
製
品
な
ど
約
3
千
点
の
刑
務
作
業
製
品

を
展
示
即
売
し
ま
す
。
霧
日
時
H
7
月
1
0

日
㈹
・
1
1
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

（
n
日
は
午
後
3
時
ま
で
）
獲
場
所
ロ
ク

ロ
ス
ー
0
雛
主
催
H
新
潟
刑
務
所

美
術
館
鑑
賞
ツ
ア
ー

　
多
摩
川
沿
い
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
3
つ
の
美
術
館
を
訪
れ
ま
す
。
霧
日
時
H

7
月
2
5
日
㈲
午
前
6
時
30
分
公
民
館
本
館

前
集
合
（
日
帰
り
）
籔
行
き
先
1
1
玉
堂
美

術
館
、
御
岳
美
術
館
、
青
梅
市
立
美
術
館

（
東
京
都
青
梅
市
内
）
籔
参
加
費
U
1
万

1
千
円
（
昼
食
代
含
、
当
日
徴
収
）
獲
定

員
H
9
0
人
（
先
着
）
雛
申
込
み
H
は
が
き

に
「
第
9
回
美
術
館
鑑
賞
ツ
ア
ー
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
」

を
明
記
し
、
十
日
町
市
公
民
館
本
館
（
〒

9
4
8
1
0
0
2
2
学
校
町
1
　
費
5
7
1

5
0
1
1
）
へ
。
7
月
1
0
日
ω
必
着
。

屋
根
雪
処
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
雪
国
に
不
可
欠
な
屋
根
雪
処
理
を
テ
ー

マ
に
具
体
的
事
例
を
交
え
て
講
演
し
ま
す
。

籔
日
時
H
7
月
1
7
日
ω
午
後
1
時
3
0
分
～

4
時
3
0
分
獲
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
霧
参
加
費

H
無
料
雛
演
題
H
「
屋
根
雪
処
理
に
お
け

る
水
の
有
効
な
使
い
方
」
「
新
し
い
屋
根
雪

処
理
方
法
の
研
究
報
告
」
「
地
震
災
害
か
ら

見
た
屋
根
雪
処
理
の
問
題
点
」
饗
問
合

せ
H
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
へ
。

大
滝
昌
之
氏
講
演
会

～
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
人
の
生
活
観
と
福
祉
～

　
長
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
福
祉
現
場
で
活

動
を
続
け
る
大
滝
昌
之
氏
を
迎
え
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
籔
日
時
擁
7
月
1
8
日
㈲

午
後
1
時
～
3
時
雛
場
所
”
保
健
セ
ン
タ

ー
霧
主
催
H
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
籔
問
合

せ
ロ
樋
口
春
代
（
智
5
7
－
9
5
4
8
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
の
悩
み
な
ど
を
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
雛
日
時
H
7
月
1
日
㈲
・
1
5

日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
籔
場

所
ロ
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
鑛
間
合
せ
H
健

康
福
祉
課
児
童
家
庭
係
へ
。

絵
手
紙
よ
も
や
ま
話

　
講
師
を
迎
え
、
絵
手
紙
の
楽
し
み
な
ど

を
作
品
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
し
ま
す
。

　
　
　
ぎ
ガ

雛
認

　
縷
　
　
嚢

鱗
　
　
覇
欝

懸
講
　
難

囎
，
覇

　
　
　
鐵
醜
、

　
　
ゴ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑰

　
　
平
成
1
0
年
度

　
　
　
3
億
3
千
万
円
の

灘
　
　
　
黒
字
決
算

　
北
越
急
行
㈱
で
は
6
月
1
5
日
㈹
、
市
役
所
に
お
い
て
平
成
1
0
年
度
決
算

報
告
を
内
容
と
し
た
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

　
旅
客
収
入
な
ど
の
営
業
利
益
は
5
億
8
、
1
3
3
万
8
千
円
、
経
常
利

益
3
億
5
6
万
2
千
円
か
ら
法
人
税
等
5
、
1
4
3
万
6
千
円
を
差
し
引

い
た
2
億
4
、
9
1
2
万
5
千
円
が
当
期
利
益
。
繰
越
剰
余
金
8
、
1
8

2
万
8
千
円
を
足
し
た
3
億
3
、
0
9
5
万
4
千
円
が
今
年
度
か
ら
繰
り

越
さ
れ
る
剰
余
金
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
熊
専
務
は
「
今
年
度
か
ら
2
億
7
、
0
0
0
万
円
の
固
定
資
産
税
が

か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
営
業
収
益
で
は
特
急
「
は
く
た
か
」

の
旅
客
輸
送
量
の
減
少
に
よ
っ
て
8
、
0
0
0
万
円
の
減
収
、
し
か
し
通

学
者
の
増
加
に
よ
っ
て
ー
、
5
0
0
万
円
増
収
な
ど
で
全
体
で
は
2
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
収
。
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
鉄
道
各
社
の
一
般
的
な
落

ち
込
み
に
比
べ
れ
ば
小
さ
な
影
響
で
す
み
ま
し
た
。

　
昨
年
は
累
積
赤
字
解
消
の
た
め
、

当
期
剰
余
金
を
充
て
黒
字
を
圧
縮
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
全
額
剰
余
金
へ

加
算
し
た
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
将
来
の
北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
よ

り
、
輸
送
構
造
の
変
わ
る
日
が
く
る

こ
と
は
問
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま

の
黒
字
基
調
も
い
つ
ま
で
続
く
か
わ

か
ら
な
い
た
め
、
い
か
に
多
く
の
内

部
留
保
を
は
か
る
か
が
、
そ
の
後
の

鉄
道
運
営
に
つ
な
が
る
」
と
話
し
ま

し
た
。
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会
場
に
は
絵
手
紙
作
品
も
多
数
展
示
。
籔

日
時
H
7
月
1
0
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
纏
会
場
H
サ
ン
ク
ロ
ス
雛
入
場
料
H
無

料
雛
問
合
せ
H
桑
原
昭
夫
（
智
5
7
－
5
3

7
3
）
へ
。

新
潟
県
工
芸
会
展

　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
う

　
陶
芸
や
染
織
、
刺
繍
な
ど
県
内
で
活
躍

中
の
作
家
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
。
籔
日

時
H
7
月
9
日
働
～
1
1
日
㈲
午
前
9
時
～

午
後
7
時
（
1
1
日
の
み
午
後
4
時
ま
で
）

霧
場
所
ロ
ク
ロ
ス
ー
0
雛
入
場
料
H
無
料
雛

問
合
せ
口
野
村
重
義
（
盈
52

－
3
6
5
0
）

へ
。お

や
こ
劇
場
例
会

　
～
カ
ン
ジ
ヤ
マ
・
マ
イ
ム
～

　
ミ
ニ
・
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
を
行
い

ま
す
。
籔
日
時
”
7
月
3
日
㈹
午
後
7
時

～
霧
場
所
H
市
民
会
館
籔
問
合
せ
”
水
落

あなたのカを求めています

ガイダンス
者やUターン希望者など、おお

年者を対象に、地元企業による

を開催します。

㈱午後1時30分～午後4時

ワーク十日町（盈57－2407）へ。

職　
　
　
　
定
若
会
日
1
0
一

　
　
　
　
予
の
明
2
2
ス
ロ

　
　
　
　
卒
で
説
月
ロ
ハ

　
　
　
　
学
ま
業
7
ク
　

就　
　
　
　
の
歳
企
二
；
せ

　
　
　
　
春
3
0
・
時
所
合

　
　
　
　
来
ね
人
目
場
聞

　
　
　
　
　
　
む
求
饗
灘
籔

静
子
（
盈
5
6
－
2
1
4
4
）
へ
。

7
月
の
「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

　
親
と
子
（
3
歳
未
満
児
）
の
触
れ
合
い

の
場
を
提
供
し
ま
す
。
籔
日
時
H
7
月
6

日
㈹
・
1
3
日
㈹
午
前
1
0
時
～
1
1
時
雛
場

所
目
市
民
体
育
館
雛
申
込
み
・
問
合
せ
”

公
民
館
本
館
へ
。
1
3
日
は
「
な
か
よ
し
な

べ
」
を
行
い
ま
す
。加

し
ま
せ
ん
か

染
織
デ
ザ
イ
ン
高
度
化
研
修

　
染
織
に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
向
上
を

目
的
に
、
高
等
技
術
者
向
け
研
修
を
開
催

し
ま
す
。
籔
期
間
H
7
月
1
1
日
㈲
～
n
月

25
日
㈲
の
内
の
3
5
日
問
（
昼
間
）
雛
場
所
H

ク
ロ
ス
ー
0
獲
受
講
料
”
3
万
円
程
度
獲
定

員
H
1
6
人
程
度
綴
申
込
み
・
問
合
せ
”
ク

ロ
ス
ー
0
（
盈
5
7
1
2
3
2
3
）
へ
。

　
　
　
　
　
マ
　
マ

八
ロ
ー
陶
惚
ス
ク
ー
ル

灘
日
時
H
7
月
9
日
働
午
前
9
時
～
H

時
、
7
月
2
3
日
働
午
後
1
時
1
5
分
～
3
時

（
2
日
コ
ー
ス
）
雛
場
所
H
保
健
セ
ン
タ

ー
雛
対
象
H
2
月
1
7
日
か
ら
6
月
2
5
日
の

間
に
妊
娠
届
を
出
し
た
人
雛
内
容
H
歯
科

検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
栄
養
指
導
ほ
か

獺
参
加
費
H
無
料
雛
そ
の
他
H
対
象
者
に

通
知
し
ま
す
。
6
月
2
5
日
働
を
過
ぎ
て
も

通
知
が
届
か
な
い
人
は
健
康
福
祉
課
保
健

予
防
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
プ
ー
ル
監
視
員
パ
ー
ト
職
員
募
集

修
勤
務
期
間
”
7
月
1
2
日
㈲
～
8
月
31
日

㈹
（
た
だ
し
プ
ー
ル
開
設
は
7
月
1
7
日
d
b

～
）
傷
勤
務
時
間
H
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
7
時
（
8
月
1
3
日
㈹
以
降
は
午
後
6
時

ま
で
）
交
代
勤
務
傷
応
募
人
数
H
1
0
人
程

度
聯
応
募
資
格
H
①
1
8
歳
～
2
9
歳
ま
で
の

体
力
に
自
信
の
あ
る
健
康
な
人
（
高
校
生

を
除
く
）
②
期
間
中
継
続
し
て
勤
務
で
き

る
人
③
水
泳
能
力
に
自
信
の
あ
る
人
傷
申

込
み
”
7
月
7
日
㈱
必
着
で
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
を
体
育
課
に
提
出
。
申
込
み
後

に
面
接
を
実
施
。
笏
問
合
せ
H
体
育
課
（
智

52
1
4
3
7
7
）
へ
。

◆
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

籔
物
件
”
八
幡
田
市
営
住
宅
1
戸
笏
間
取

り
”
6
畳
×
2
室
、
5
畳
×
1
室
、
D
K

⑫
家
賃
”
1
6
、
7
0
0
円
～
3
6
、
7

0
0
円
⑫
募
集
期
間
阿
6
月
2
5
日
㈹
～
7

月
1
2
日
㈲
⑫
申
込
み
”
建
設
課
建
築
住
宅

係
へ
。
※
収
入
限
度
額
等
申
込
条
件
あ
り
。

◆
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助
事
業

　
市
で
は
ご
み
減
量
化
を
図
る
た
め
、
登

録
店
か
ら
「
家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
」

を
購
入
し
た
場
合
、
次
の
金
額
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
②

補
助
金
額
”
①
1
万
円
ま
で
の
も
の
に
50

％
補
助
（
た
だ
し
補
助
限
度
額
3
千
円
）

②
1
万
円
を
越
え
る
も
の
に
3
0
％
補
助
（
た

だ
し
補
助
限
度
額
1
万
5
千
円
）
②
対
象

期
問
”
7
月
31
日
ω
ま
で
⑫
問
合
せ
”
市

⑰

紹
介
し
ま
す

　
　
な
こ
み
の
家

　
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設

「
な
ご
み
の
家
」
は
昨
年
の
春
、

隣
接
の
「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」
と
同

時
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
定
員
4
0
人
の
通
所
授
産
施
設
で

す
。
利
用
者
は
自
宅
か
ら
通
い
な

が
ら
作
業
を
中
心
と
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ン
・

ク
ッ
キ
ー
、
木
工
品
や
手
芸
製
品

な
ど
も
製
作
し
て
い
ま
す
。
こ
の

製
品
の
販
売
や
地
域
交
流
の
場
と

し
て
、
喫
茶
「
ポ
レ
ポ
ー
レ
」
の

営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の

業
務
は
土
・
日
曜
日
が
休
み
で
す

が
、
「
ポ
レ
ポ
ー
レ
」
は
水
曜
日
が

定
休
日
で
す
。
土
・
日
曜
日
は
営

業
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

障
害
児
（
者
）
音
楽
教
室

　
－
森
の
妖
精
ベ
ガ
バ
ン
ド
ー

　
今
年
の
春
か
ら
毎
月
－
回
、
日

曜
日
の
午
前
中
、
当
重
茜
さ
ん
（
オ

ペ
ラ
歌
手
）
の
指
導
の
も
と
、
親

子
音
楽
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
な
ご
み
の
家
の
利

用
者
と
在
宅
障
害
児
（
者
）
を
対

象
に
行
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な
声

で
愛
唱
歌
を
歌
っ
た
り
、
リ
ズ
ム

楽
器
を
片
手
に
リ
ズ
ム
を
と
っ
た

り
と
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　
楽
し
く
歌
っ
た
後
は
「
ポ
レ
ポ

ー
レ
」
で
軽
食
を
と
り
、
先
生
を

交
え
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
以
上
に
保

護
者
の
皆
さ
ん
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
来
年
度
は
十
日
町
市
民
音
楽
祭

へ
の
出
演
も
考
え
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
今
後
の
音
楽
教
室
の
日
程

　
8
月
8
日
、
9
月
2
6
日
、
1
0
月

17

日
、
n
月
7
日
の
各
日
曜
日

■
問
い
合
わ
せ
　
な
ご
み
の
家
（
智

　
52
－
5
2
1
2
）
へ
。

難
当重茜さんと楽しい音楽教室

77平成11年6月25日号
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lli
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　　　　　i
　　　　…1

il
t

Il

i
1 1

民
生
活
課
生
活
環
境
係
へ
。

◆
住
宅
ロ
ー
ン
緩
和
措
置
の
ご
案
内

　
勤
務
先
の
倒
産
、
営
業
不
振
等
で
公
庫

の
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
に
お
困
り
の
人
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
返
済
期
限
の
1
0
年
間
延

長
や
、
金
利
引
き
下
げ
、
最
長
3
年
間
利

息
の
み
の
支
払
い
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
珍
申
込
み
・
問
合
せ
”
返
済
中
の
金

融
機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支

店
（
a
O
2
λ
f
2
3
2
－
6
6
5
6
）

へ
。
来
年
3
月
末
ま
で
受
付
。

◆
平
成
1
0
年
度
使
用
教
科
書
展
示
中

笏
期
間
H
7
月
B
日
㈹
ま
で
（
第
2
・
第

4
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く
）
午
前
9
時

～
午
後
5
時
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）
笏

場
所
”
十
日
町
教
科
書
セ
ン
タ
i
（
十
日

町
中
学
校
内
）
雛
問
合
せ
一
十
日
町
教
科

書
セ
ン
タ
ー
（
暦
57
－
2
3
0
6
）
へ
。

ス　
　
　
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
お
だ
ま
き
山
の
会
一
般
募
集
登
山

　
日
本
百
名
山
の
薬
師
岳
（
富
山
県
2
、
9

2
6
m
）
に
登
り
ま
す
。
笏
日
時
”
7
月

24

日
ω
～
2
5
日
㈲
髪
参
加
費
”
大
人
2

6
、
0
0
0
円
、
小
中
高
生
2
3
、
0
0

0
円
膨
定
員
H
4
5
人
（
先
着
）
鯵
申
込
み
“

公
民
館
本
館
へ
。
傷
問
合
せ
H
宮
沢
健
二

（
智
5
8
1
2
9
6
5
）
へ
。

◆
第
9
回
十
日
町
市
民
水
泳
競
技
大
会

塑
日
時
”
8
月
1
日
㈲
午
前
9
時
～
午
後

3
時
笏
場
所
“
西
小
学
校
プ
ー
ル
聯
参
加

資
格
H
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
人
移
参
加
費
”
一
人
3
百
円

（
保
険
料
含
、
申
込
時
支
払
）
の
申
込
み
”

7
月
1
2
日
㈲
ま
で
に
総
合
体
育
館
（
智
52

－
4
3
7
7
）
ま
た
は
十
日
町
体
力
つ
く

り
ス
イ
、
、
＼
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
智
5
8
i
3
3

4
3
）
へ
。
⑫
問
合
せ
“
阿
部
一
彦
（
費

52
－
5
0
0
5
阿
部
歯
科
医
院
）
へ
。

（1）競泳の部（各種目　男子、女子）

種　目
嚢ill

．嚢嚢i購藻鞘獺

クラス　　　　m 25 50 25 50 25 50 25 50

小学4年生まで ○ ○ ○ ○

小学5・6年生 ○ ○ ○ ○

中学・高校生 ○ ○ ○ ○

一般（45歳未満） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般（45歳以上） ○ ○ ○ ○

（2〉レクリエーションの部

　・宝さがし　・100メートルリレー
（小学4年生以下、小学5・6年生、一般の3クラス）

ロ
お
詫
ぴ
と
訂
正
　
5
月
2
5
日
号
で
お

知
ら
せ
し
た
老
人
保
健
施
設
「
き
た
は

ら
」
の
電
話
番
号
は
豊
5
2
1
7
0
4
0

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　　二輪車の安全な乗り方を
　　　　　　　　身につけましょう
　二輪車は、購入費、維持費等が安いという
経済的効果のほかに、狭い道でも通行できる、

駐車スペースが小さくて済むなど、とても便

利な乗り物です。反面、身体を露出している

ため、交通事故による死傷の度合いが高くな

ります。二輪車を運転するときは、その特性

を認識して安全運転に努めましょう。

ライダーは

・ヘルメットを着用したら、あごひもをしっ
　かり締め、あみだかぶり等はやめましょう。

・交差点では、まわりの車の動きに十分注意

　しましょう。
ドライバーは

・二輪車は車体が小さいため見落としやすく、

　また、距離が実際より遠くに見えることが
　あります。右折する際は、対向してくる二
　輪車の動きに十分注意して、速度や距離を
　的確に判断しましょう。

・進路変更やドアを開ける際は、必ず後方の

　安全を確認しましょう。

・遙樵巖蘇・鑑欝
　の交差点で交通死亡事故

が発生しました・奪通事驚　’

　故を起こさないよっ、ま　O

市内の5月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

11年 26（93） 29（116） 1（1） 30（278）

10年 14（83） 18（93） 0（0） 41（265）

◆
地
域
別
意
見
交
換
会
警
冒
者
募
集

　
新
潟
県
は
平
成
2
2
年
度
を
目
標
と
し
た
「
新
し
い
長
期
総
合
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
魚
沼
地
域
の
実
情
等
に
詳
し
い
有

識
者
と
策
定
委
員
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
計
画
づ
く
り
に
役
立
て
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
意
見
交
換
の
場
に
発
言
者
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
2
名
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
一
般
の

人
の
傍
聴
も
で
き
ま
す
。

霧
日
時
”
9
月
1
0
日
働
午
後
－
時
～
3
時

纏
場
所
”
県
総
合
庁
舎
（
妻
有
町
西
）
雛
応
募
資
格
”
2
0
歳
以
上
の
県
民

で
、
県
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
建
設
的
な
意
見
や
提
案
を
述
べ
て
も
ら

え
る
人
霧
応
募
方
法
”
は
が
き
、
封
書
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
「
地
域
別
意
見
交
換
会
参
加
申
込
」
と
明
記
し
、
①
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
②
年
齢
③
性
別
④
住
所
⑤
電
話
番
号
⑥
新
し
い
県
の
長
期
総
合

計
画
に
つ
い
て
お
持
ち
の
意
見
の
概
要
（
箇
条
書
き
で
）
を
記
入
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
雛
応
募
締
切
H
7
月
1
2
日
㈲
（
当
日
消
印
有
効
）

雛
問
合
せ
．
申
込
み
目
県
企
画
調
整
部
企
画
課
長
期
計
画
班
（
a
O
2
5

1
2
8
0
f
5
0
8
7
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
0
2
5
i
2
8
5
－
3
7
9
0
、

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
昌
○
ζ
み
葵
魯
器
一
＠
B
毘
。
賓
象
急
磯
象
ε
℃
）
へ
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
の
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
理
由
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
の
た
め

に
、
申
請
し
承
認
さ
れ
れ
ば
、
保
険
料
が
免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

特
に
学
生
は
、
学
費
等
の
ほ
か
に
保
険
料
を
負
担
す
る
の
は
大
変
と
い
う

こ
と
で
、
免
除
が
受
け
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
時
に
は
、
免
除
を
受
け
た
期
間
の
年
金
額
は
、
納
付

し
た
場
合
に
比
べ
三
分
の
一
に
な
り
ま
す
。
（
免
除
を
受
け
て
か
ら
1
0
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぽ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
）
学
生
以
外

で
も
経
済
的
理
由
で
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
納
付
は
ロ
座
振
替
で

　
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付
の
手
間
が
省
け
る
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
、
預
金
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
窓
口
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
纏
問
合
せ
目
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

プ8
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日
本
脳
炎
予
防
接
種

　
　
～
7
月
の
予
定
～

勲臨顧ぬ齪日本一・の健康都市づくり

藍、一．。一歯曲一盟＾r一　　　　　　く日程表＞　　ん雛合 灘
該
当
す
る
子
と
接
種
回
数

　
接
種
日
現
在
、
満
3
歳
～
7
歳
半
未
満

の
子
に
対
し
①
1
期
初
回
（
1
～
4
週
間

隔
で
2
回
接
種
）
を
行
い
、
そ
の
後
1
年
を

経
過
し
た
時
点
で
②
1
期
追
加
（
1
回
接

種
）
を
行
い
ま
す
。
※
1
期
追
加
は
日
程

表
の
地
区
該
当
日
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
都

合
の
い
い
日
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

雛
受
け
ら
れ
な
い
子
巨
①
B
C
G
・
麻
し

ん
接
種
後
1
か
月
を
経
過
し
て
い
な
い
子

、、叢懸雛懸
茎
圃
圏

難
翻
蟹

嚢
繕
鱒
闘

嚢
鵜

灘難i、妻i慧 7／2
㈹

7／9
⑨ 午

後
1
3
0
～
2
1
5

保
健
セ
ン
タ
1

7／6
（火〉

7／130薗
（幻

7／8
㈲

7／15
㈲

②
体
に
広
く
湿
し
ん
の
あ
る
子
③
発
熱
し

て
い
た
り
、
著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
子

雛
注
意
事
項
H
①
「
予
防
接
種
と
子
ど
も

の
健
康
（
日
本
脳
炎
）
」
を
必
ず
読
ん
で
き

て
く
だ
さ
い
。
②
医
師
に
よ
る
予
診
が
あ

る
た
め
脱
ぎ
や
す
い
服
で
来
て
く
だ
さ
い
。

獲
持
参
す
る
も
の
U
①
母
子
健
康
手
帳
②

体
温
計
③
十
日
町
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
な
い
時
は
、
登
録
し
て
あ
る
市
町
村
で

発
行
し
た
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」
を

も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

纏
通
知
H
平
成
7
年
6
月
2
日
～
8
年
6

月
1
日
に
生
ま
れ
た
子
に
は
個
別
通
知
し

ま
す
。

獲
問
合
せ
日
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

へ
。

◆
酒
害
の
相
談

⑫
日
時
H
7
月
1
6
日
働
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
②
場
所
H
十
日
町
保
健
所
籔
問
合

せ
H
十
日
町
保
健
所
（
費
5
7
1
2
4
0
0
）

ま
た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
参
加
者
募
集

　
目
の
不
自
由
な
人
を
よ
り
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
「
誘
導
歩
行
の
講
習
会
」
を

行
い
ま
す
。
当
日
は
盲
導
犬
の
参
加
や
音

声
ワ
ー
プ
ロ
の
実
演
も
あ
り
ま
す
。
膨
日

時
H
7
月
2
5
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

（
午
前
9
時
3
0
分
～
受
付
）
纏
場
所
H
ク

ロ
ス
ー
0
鞍
参
加
費
“
5
百
円
（
昼
食
代
・

保
険
料
含
む
）
働
定
員
“
先
着
7
0
人
鍛
申

込
み
”
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
（
費
5
0
1
5
0
1
0
）
へ
。

◆
お
年
寄
り
よ
ろ
ず
電
話
相
談

　
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
悩

み
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
無
料
電
話
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
鯵
受
付
日
時
“
毎

週
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
9
時
～
午
後
5

時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）
⑫
電
話
番
号
H
O
2
5
－
2
8
5

－
4
1
6
5

甲7月の休日救急医
4日（日）

山口医院　（袋町中）盈52－2174
11日（日）

第二藤巻医院　（川西町）費68－2018

上村病院（中里村）費63－2111
18日（日〉

大熊内科医院　（山本1）費52－7066

20日㈹海の日

山口医院（下条中央通り）盈55－2003

上村病院　（中里村）費63－2111
25日（日）

長山医院　（津南町〉盈66－2877

中条病院（北原）盈57－3018

むし歯のないよい歯の子
　5月の3歳児健診を受けた子27人

保護者住所

田
翻

よい歯の子

　
宏
之
晴
栄
浩
樹
二

一　
克
克
利
信
和
秀
喜

　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　

野
町
漏
欝
謂

ム
轟
鷺
無

（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（

平
な
奈
酌
知
也
騨
颯
き
季
子
奈

航
躍
瑞
函
生
和
ち
千
騨
瑞
史
南

村
　
林
だ
田
山
田
部
橋

上
林
小
也
節
丸
志
服
高

7月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児1

22日
（淘

午後1時

　～1時45分
8年1月

生まれの幼児

1歳6か月児

健・　　診

7日

㈱

午後1時

　～1時45分

10年1月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

21日
（水）

午後1時

　～1時30分

11年3月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定

6日

（幻

午前9時

～9時50分

8年12月

9年1月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

27日
（幻

午前9時15分

　　～10時

10年9月
生まれの乳児

麟㌶鯛

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞
　腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。
※平成8年2月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。8月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、7月15

　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係ま
　で連絡してください。

7月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 5・12・19・26硯） 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

13日（火）

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセン外 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会　館 午後1時30分～4時

就業改善センター
15日（木）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

中条地区公民館
23日（金）

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公戻館

30日㈹
午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を。
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

7月の献血車
◆全血献血　7日㈱（終日）中条地区公民館

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆成分献血　8日㈱（終日）十日町建設会館

　　　　　　14日㈱（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。
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　平成8年9月から国際交流員として活躍していただいた

アドゥア・カスターニョさんが、昨年9月に2年間の勤め

を終えられイタリアに帰国されました。

　今年の4月からイタリア・コモ市との姉妹都市交流に関

する仕事を当重茜さんから、お手伝いいただいています。

当重茜さんは当市の出身であり、イタリア滞在の経験もあ

ることから十日町・コモ姉妹都市提携20周年コモ市親善訪

問の際には、十日町使節団の通訳として参加していただき

ました。本年度は月に3日間、翻訳・交流促進・姉妹校の

仕事を中心に姉妹都市交流に関する仕事にご活躍いただく

ことになっています。

　当重茜（とうじゅうあかね）プロフィール

市内枯木又出身。オペラ歌手。昭和音楽芸術学院卒業、同

オペラ研究科修了。1990年イタリア留学1992年帰国。コン

サート活動は、新潟・東京の新人演奏会を契機に、青少年

の為のコンサート等、音楽鑑賞教室の分野でも活躍。各種

音楽会に数多く出演。藤原歌劇団団員。日伊協会会員。大

阪市在住。

ノストラダ○ス
　　　　　十高マン研
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スクーゆレNOW

　　　川治っ子の合い言葉

「いきいき活動

　にこにこあいさつ楽しい仲間」

　　　　川治小学校

溺．39
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　音楽室から3年生の歌う天神離子の声が

朗々と響いてきます。当重茜さんを迎えて

のやまびこコンサートにむけ、地域の皆さ

んから猛特訓を受けている最中なのです。

　プール脇の畑では、EM堆肥を使ってお

いしいトマトやメロンを作ろうと、4年生

が畑作りに汗を流しています。友だちのお

母さんからゴミのリサイクルの方法を教え

てもらったのです。どの子も強い「願い」

をもって、いきいきと活動しています。

　“このごろ、子どもたちのあいさつがいい

ですね伽横断歩道を渡り終わった男の子が

立ち止まっている車にペコリと頭を下げた

姿に感心しました”といううれしい手紙や

電話も学校に届きはじめています。にこに

こあいさつの輪も少しずつ広がっています。

　そして今年はもう1つ。楽しい遊びや活

動を通して、異学年児童の仲間つくりに挑

戦しようと張り切っています。
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独
三
大
ピ
ア
ノ
の
一
つ
、
世
界
の
名
器

「
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
社
製
ピ
ア
ノ
」
が
市

民
会
館
へ
入
り
ま
す
。
県
内
で
2
台
目
、

新
品
で
は
県
内
初
と
い
う
話
で
す
。
7
月

10

日
の
森
田
佳
子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
開

き
コ
ン
サ
ー
ト
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　
5
月
2
6
日
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
社
副
社

長
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
リ
チ
ッ
チ
さ
ん
が

市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

に
「
ピ
ア
ノ
は
個
性
が
あ
り
、
各
土
地
で

そ
れ
ぞ
れ
発
展
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

当
社
の
ピ
ア
ノ
の
音
色
は
、
母
親
の
よ
う

に
柔
ら
か
く
、
父
親
の
よ
う
に
温
か
く
、

チ
ェ
ロ
の
よ
う
な
透
明
感
の
あ
る
音
に
仕

上
げ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ピ
ア
ノ
の
個
性
が
十
日
町
市
と
い

う
土
地
に
ど
ん
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
の

か
楽
し
み
で
す
。
ま
た
1
0
0
年
以
上
は

大
丈
夫
と
い
わ
れ
て
い
る
ピ
ア
ノ
で
す
。

非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
こ
の
ピ
ア
ノ
を
大

切
に
か
つ
貴
重
な
財
産
と
し
て
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
⑧

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

筆
、響蒙

市の花
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